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年  月  

H18.7.1 

 

 

 

H18.8.10 

 

 

 

 

 

 

H18.8.30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18.9.28 

 

 

 

 

 

 

 

H18.10.26 

 

 

 

 

H18.11.30 

 

 

 

 

高遠町地域協議会委員委嘱 

委員 15 名（区会代表 5 名、団体代表 8名、公募 2名） 

 任期 H18.7.1 ～H22.6.30 

 

高遠町地域自治区地域協議会委員委嘱式並びに第１回地域協議会 

協議事項 

・ 正副会長選任について 

・ 地域協議会の機能と役割について 

・ 合併協議結果について 

・ 平成１８年度主要事業の概要について 

 

第２回地域協議会 

協議事項 

・ 高遠消防署について（諮問事項） 

市町村合併に伴い、伊那消防署、高遠消防署の活動エリアの見直しが行わ

れたこと、また昭和 54 年建設以来 27 年が経過し老朽化も著しいことから、

高遠消防署の移転について諮問され、全会一致で了承され、諮問のとおり

答申した。 

・ 合併５ヶ月が経過したが、市民生活全般や氏が提供する住民サービスに

ついて 

 

第３回地域協議会 

協議事項 

・ 地区別懇談会開催結果について 

・ 平成１９年度すみよい地域づくり計画書について 

・ 地域協議会の今後の運営方法について 

協議項目選定や企画立案を行う運営委員の設置、地域協議会の活動内容を

伝える協議会だよりの発行などを決める。 

 

第４回地域協議会 

協議事項 

・ 地域協議会の役割について 

・ 地域協議会の今後の運営方法について 

 

第５回地域協議会 

協議事項 

・ 長藤診療所改修工事について 

昭和４４年に建築され、老朽化も進みシロアリ等による被害も出ている。

このため平成１８年度内で設計を行い、平成１９年度に新築工事が実施さ

高 遠 町 地 域 協 議 会 
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H18.12.14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18.12.19 

 

 

H18.12.21 

 

 

 

 

 

 

れることが報告された。 

・ 高遠町地域衛生自治会について 

・ 公の施設の指定管理者の指定について（諮問事項） 

地方自治法の一部改正によりスポーツ施設、文化施設など公の施設の管理

方法について指定管理者制度が導入される。このため高遠町地域における

指定管理者制度を導入する公の施設について諮問され、全会一致で了承さ

れ、諮問のとおり答申した。 

・ 高遠町観光イベントの見直しについて 

合併協議において観光イベントは当面、現行どおり実施するが新市一体的

な祭りを調整していくことで調整されている。市役所内の行政改革推進チ

ームにより統廃合案が示され、観光協会内の祭りプロジェクトチームで検

討が行われているが、地域協議会としての検討を行い、プロジェクトチー

ムへ提案を行っていく。 

・ 平成１９年度当初予算について 

高遠町地域関係の平成１９年度予算要求の概要について各課より報告され

た。また旧高遠町において昭和５２年から実施されている「すみよい地域

づくり計画」は、住民と行政との協働により地域の課題や要望をまとめて

いるものであり、本計画を基に予算編成が行われていることから、新伊那

市においても継続した取扱いを行うよう市長に提案することを協議した。 

 

第６回地域協議会 

協議事項 

・ 風力発電計画について 

伊那市入笠山から鹿嶺高原において風力発電建設が計画されており、市長

より地域協議会からの意見を聴取された。協議会の見解としては、今まで

の経過と実態を納得のいくまで住民説明すること、また住民の意向を踏ま

え、市としての意思の決定をしてもらいたいということを要望した。大半

の委員の意見として、即決では住民に混乱が生じることが予想されるため、

行政としても慎重な判断を求める声があった。 

 

予算編成における「すみよい地域づくり計画書」の取扱いに関する

提案を市長に行う 

 

第７回地域協議会 

協議事項 

・ 風力発電事業計画に対する議決結果について 

市議会総務委員会で風力発電計画の是非について採決が行われ、４対３で

計画中止が決した。１２月２０日の本会議においては推進を求める陳情を

１４対１１の賛成多数で採決され、本会議終了後、全員協議会において市

長が計画に同意できない建設反対の立場を明らかにされた旨の説明があっ
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た。 

・ 高遠町地域観光イベント見直しについて 

多くの住民が参加できる時期を充分配慮して検討してもらうことを観光協

会祭りプロジェクトに提案し検討をお願いする。また祭りプロジェクトに

よる検討結果について協議会への報告をお願いした。 

・ 新市の交通対策について 

・ 新市観光基本計画の策定について 

 

第８回地域協議会 

協議事項 

・ 風力発電事業計画に関する考え方について 

昨年十二月定例会で請願陳情された風力発電問題では風力発電反対陳情７

件、推進すべきであるという賛成陳情が事業主体からのものを含め３件あ

り、このことについては６月から継続審議されていた。市長から入笠山か

ら鹿嶺高原の一体にある風力発電施設建設について、景観と災害の面から

「反対」の立場を改めて表明し、その考え方について説明があった。 

・ 世界遺産登録について 

世界遺産登録により、国際的な保護、保存の対象となり自然環境が図られ

ることや、マスコミに取り上げられ知名度アップにより周辺の観光振興に

繋がることなどが今後期待できる事として報告された。 

・ 投票所閉鎖時刻繰上措置について 

・ 高遠地域における今後の住宅施策について 

市町村合併により伊那市全体の住宅施策の在り方について庁内プロジェク

ト会議により協議を行い、今後の施策の方針が示された。今後の方針とし

て、財政状況を鑑み新規の供給は難しい状況であるが、高遠町、長谷地域

の衰退は避けなければならないため、ＵＩターン住宅整備や空き家対策事

業ソフト事業を織り交ぜた地域振興策を図る、耐用年数が経過している住

宅の計画的な建て替え、ＵＩターン住宅の必要性について各区長会長等と

の協議、などが報告された。 

・ 伊澤修二音楽祭について 

旧高遠町より行われている伊澤修二先生記念音楽祭の開催について協議

し、当面の間は今までどおりの音楽祭を継続し、将来的に伊那市全体に浸

透してきたなかで集客数の問題等を検討し、会場の変更も視野に入れてい

くことを伊那市教育委員会および伊澤修二音楽祭実行委員会に提案した。 

・ 信州高遠美術館の四季展について 

・ いじめ問題について 

教育長より伊那市の小中学校でのいじめの状況等について報告を受けた。

現時点での調査結果では伊那市内で２０件のいじめの報告があり、高遠町

地域の小中学校においても数は少ないものの報告があった。協議会では本

件について継続的に協議を行う。 
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第９回地域協議会 

協議事項 

・ 振興公社の事業統合について 

・ 観光協会の合併協議について 

・ 平成１９年度当初予算（高遠町関係予算の概要）について 

平成１９年度の高遠町地域関連予算の概要について総合支所各担当課長よ

り報告があった。 

・ 春の高校伊那駅伝２００７について 

・ 新市観光基本計画について 

・ 高速バス南アルプス号の減便について 

地域活性化と南アルプス観光の足として利用されている南アルプス号につ

いて、利用客の減少と燃料費の高騰などにより、現行本数を維持し運行す

ることが困難なため、ＪＲバスにおいて一往復の減便を決定したことが報

告された。 

・ 電柱の地中化について 

滞在型観光と景観保全の観点から、委員から電柱地中化の提案がされた。 

旧高遠町では都市計画街路事業が行われ、当時、景観問題からも電柱の地

中化について議論されたが、財政面とあわせ変圧器等の機器を設置するた

めの用地を歩道内に設けることが困難等の事情から地中化が実施されなか

った。各委員から、地中化そのものへは賛成できるが、莫大な費用が伴う

ことが懸念される等の意見があり、また多数の委員からは、商店街の活性

化がまず優先され、その中の策として電柱地中化が盛り込まれる。との意

見があった。次回の協議会で再度協議する。 

 

第１０回地域協議会 

協議事項 

・ 公の施設の管理者の公募について 

指定管理者を新たに指定する場合、引き続き従来からの事業者に指定する

方法と、一般から広く公募を行い指定管理者の選定をしていく方法があり、

どちらの方法にするかは、それぞれの施設の性格、目的、これまでの経過

等を勘案して決める必要があり、公募する施設の選定については有識者に

よる伊那市指定管理者選定委員会で検討していくことになる。特に地域に

密着した施設に関しては、地域協議会での審議も行われていく。 

・ ごみ処理施設について（学習会） 

ごみ問題は生活に直結する大切な問題であり、上伊那広域連合担当者を講

師に、ごみ処理施設に関する学習会を行った。 

・ 電柱の地中化について 

行政と商工会、商店の経営者、周辺地域、消費者などで、高遠町地域の特

色あるローカル商店としての特徴を売ることができる商店街を目指した商
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店街再生プロジェクトを発足させ、そのうえで一番良い形のビジョンをあ

る程度の期間をもち、電柱の地中化も含めた町並みのあり方を検討するこ

とを行政ならびに商工会に提案した。 

・ いじめ問題について 

高遠小学校、高遠北小学校の両校に「より良い教育環境協議会」が組織さ

れており、このメンバーの中に地域協議会の委員として加わり、その中で

いじめ問題等を関係者とともに考えることが提案され、高遠教育振興課を

通じ、両校の「より良い教育環境協議会」への委員の参画をお願いした。 

 

平成１９年度 第１回地域協議会 

協議事項 

・ 伊那市議会議員定数問題特別委員会との懇談会 

３市町村の合併協議において、合併協定書第７項に「２期目以降の議員定

数については、削減の方向で検討する」と明記され、これに基づき委員会

を設置し、新伊那市における議員定数について検討を進めている。委員か

ら類似市町村との均衡を図った定数の確保。これからの議員は、地域エゴ

ではなく広域的な考えを持てる資質が求められる。などの意見が出された。 

 

第２回地域協議会 

協議事項 

・ 伊那市地域づくり活動支援金について 

地域資源（人、文化、自然など）を活かし、地域課題を地域自らが解決し

ていこうとする実践的活動を支援するための制度を新設し募集が行われ

た。 

・ 町民の祭りについて 

観光協会祭りプロジェクトによる協議の結果について報告を受ける。 

・ 松枯れ病現状調査と対策について 

西高遠鉾持除で松くい虫による松枯れ病が確認され、本地域では初の松枯

れ病であり、飛散する前に早急な対策が必要であることを提案し、罹病木

の伐倒・燻じょう処理が市において行われた。 

・ 保科正之公周年祭実行委員会について 

委員から保科正之公の功績や偉業を知ってもらうための周年祭を企画して

ほしいという提案があり、市からは、全市的な実行委員会を組織し多くの

市民参加のもと、大河ドラマ化に向けて推進していくこと、また２０１１

年の生誕四百年に向け、毎年生誕祭を行い、功績を称えていくことが報告

された。 

・ 野生鳥獣害防止総合対策の早期確立について 

鳥獣害は農作物や林産物等の直接被害にとどまらず、生産基盤の破壊や人

身に対する被害に及ぶまで至っていることから、防止対策に実効ある抜本

的対策の早期の実現に向けた対策について協議した。 
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野生鳥獣害防止総合対策の早期確立の提案を市長に行う 

 

第３回地域協議会 

協議事項 

・ 頑張る地方応援プログラムについて 

総務省主導による、やる気のある地方が自由に独自の施策を展開すること

により、「魅力ある地方」に生まれ変われるよう、地方独自のプロジェクト

を自ら考え、前向きに取り組む地方公共団体に対し、年間最大三千万円三

年間の地方交付税で支援措置が行われる。このプログラムを伊那市では主

として高遠町・長谷地域の振興策として活用する方針が示された。プロジ

ェクトは「南アルプス山麓『食と健康』プロジェクト」と題し、「食と健康」

をテーマに南アルプス山麓が有する自然、歴史、文化、景観、気候、地形

等地域固有の資源を発掘・活用することにより地場産業強化、交流人口の

増加を図り、地域振興を図ることを目的としている。 

・ 伊那市総合計画策定について 

将来に向けた市民共通の目標と、その実現に向けた中・長期的な計画として、

総合計画を策定することを計画してる。次回協議会で高遠町地域協議会として

の提案を検討する。 

・ 有害野生鳥獣対策について 

県や市町村を超えた広域的な対策として「南アルプス食害対策プロジェク

ト」が発足され、南信森林管理署、信州大学、長野県、飯田市、富士見町、

大鹿村、伊那市により対策協議会を設立し、鹿などの数を減らすための固

体数調整を行う鳥獣保護管理計画等が検討されることになった。 

 

第４回地域協議会 

協議事項 

・ 伊那市ごみ中間処理施設用地選定委員会について 

上伊那のごみ処理一本化に向け、議会代表や市民団体からの推薦者、識見

者、公募者などで構成する「新ごみ中間処理施設用地選定委員会」が発足

し、候補地の選定が行われている。今後、委員会の検討結果を受け、１２

月頃には市長が最終候補地を決定する予定であると報告を受けた。 

・ 伊那市地域づくり活動支援金事業の選考結果について 

本支援金に対し、３３件の応募があり選考の結果１７件が採択され、うち

高遠町地域からは３件が採択された。 

・ 交通対策について 

市で検討が行われている交通ネットワークシステムの構築について説明が

あった。旧３市町村ではそれぞれことなる基準のもと交通施策の整備が進

められ、地域ごとに施策数の格差が生じている。旧高遠町、長谷村では路

線バス撤退が顕著であり町や村で足の確保対策をしなくてはならない事情
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H19.10.12 

もあり、検討委員会では、採算性を考慮した見直しが検討されているが、

高遠町地域に関しては、当面の間は現状維持を基本とし、利便性の向上を

目的としたルート変更などについて検討される報告があった。 

・ 伊澤修二先生記念音楽祭について 

旧高遠町より行われている伊澤修二先生記念音楽祭について委員より今ま

でどおりの開催が提案され担当課より説明があった。 

・ 伊那市総合計画策定について 

前回協議会で募集のあった総合計画への提案について協議会で協議し、「地

域住民発議による市民のための効率的行政の推進」と「次期過疎地域自立

促進特別措置法の制定について」を提案した。 

 

第５回地域協議会 

協議事項 

・ 南アルプス食害対策協議会について 

南アルプス周辺におけるニホンジカの生息数は増加する一方であり、高山

帯では貴重な高山植物に対する食害、中山間地域では農作物への被害によ

る耕作者の生産意欲減退を招き、荒廃農地、遊休農地の誘発原因の一部と

なっている。こうした食害から高山植物、農作物を守っていくため関係機

関による南アルプス食害対策協議会が設置された。 

・ 北海道県を活用した野生動物追払い事業について 

増加の一途をたどる野生動物による農作物等への被害を防除するため、訓

練を受けた北海道犬による野生動物の追払い事業に取り組むことが報告さ

れた。 

・ 交通対策について 

現在検討されている交通ネットワークシステムの構築について、利便性が

あがると思われるルートについて検討されている報告があった。また伊那

市におけるボランティア輸送の事例紹介を受けた。 

・ 本通り改修について 

本通りの歩道での負傷者がいることから改修の提案が委員より行われ協議

された。 

・ 平成２０年度すみよい地域づくり計画について 

各地区担当者により地区より吸い上げた平成２０年度計画について報告を

受けた。 

 

第６回地域協議会 

 

 



                             

 

      
高
遠
町
地
域
協
議
会
は
、
合
併
に
よ
る
行
政

規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
が
寂
れ
る

こ
と
な
く
、よ
り
一
層
住
み
や
す
い
地
域
と
し

て
発
展
す
る
た
め
の
一
翼
を
担
う
協
議
機
関

と
し
て
、
昨
年
八
月
に
発
足
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
域
協
議
会
は
「
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
を
受
け
、
高
遠
町

地
域
自
治
区
内
（
高
遠
町
総
合
支
所
）
に
十
年

以
内
の
期
限
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
機
関
で

あ
り
ま
す
。 

地
域
協
議
会
に
は
、議
会
の
よ
う
な
議
決
権

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、そ
の
役
割
は
大
き
く
次
の

二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

一
つ
目
に
は
、
伊
那
市
の
施
策
の
推
進
に
関

わ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
諮
問
に
対
す
る

答
申
で
す
。 

 

二
つ
目
に
は
、高
遠
町
地
域
の
皆
様
方
か
ら

寄
せ
ら
れ
る
情
報
や
多
様
な
意
見
、
提
言
等
に

つ
い
て
集
約
し
、
協
議
・
調
整
し
て
、
伊
那
市

等
関
係
機
関
へ
意
見
具
申
す
る
こ
と
で
す
。 

 

全
国
的
に
先
進
例
が
少
な
く
手
探
り
の
と

こ
ろ
が
多
い
中
で
、
十
五
名
の
委
員
の
情
熱
と

真
摯
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
発
足
以
来
六
ヶ
月

間
で
八
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
四
十
数
項
目

に
つ
い
て
協
議
等
を
重
ね
、答
申
や
意
見
具
申

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

本
協
議
会
の
活
動
状
況
を
皆
様
方
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
皆
様
と
の
連

携
を
強
化
し
、
と
も
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

尽
く
し
て
参
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
、新
聞
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
加
え
て
、今
回
新
た

に
「
地
域
協
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

ご
一
読
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
、

皆
様
方
か
ら
の
更
な
る
ご
指
導
や
忌
憚
の
な

い
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

私
た
ち
が
、
高
遠
町
地
域
協
議
会
委
員
で
す
。 

任
期
は
、
平
成
22
年
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

 

■
会 

長 

北
原
公
雄
（
川
辺
）
三
義
区
長
会
推
薦 

 

■
副
会
長 

秋
山
靖
樹
（
荒
町
）
藤
沢
区
長
会
推
薦 

 

■
委 

員 

柿
木
邦
夫
（
若
宮
）
高
遠
地
区
区
長
会
推
薦 

北
原
和
門
（
四
日
市
場
）
長
藤
区
長
会
推
薦 

伊
藤 

脩
（
上
北
）
河
南
区
長
会
推
薦 

秋
山
文
男
（
共
信)

高
遠
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
推
薦 

蜷
川
清
人
（
田
の
口)

高
遠
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
推
薦 

丸
田
南
枝
（
番
匠
）
高
遠
町
婦
人
会
・
高
遠
町
女
性
団 

体
連
絡
協
議
会
・
高
遠
町
婦
人
教
育
推
進
協
議
会
推
薦 

柳
沢
秀
一
（
本
町
）
高
遠
町
商
工
会
推
薦 

守
屋
文
裕
（
片
倉)

上
伊
那
農
業
協
同
組
合
推
薦 

竹
内
政
宏
（
小
原
中
） 

伊
那
市
農
業
者
協
議
会
東
部
地
区
推
薦 

松
井
教
一
（
久
保
）
高
遠
町
観
光
協
会
推
薦 

池
田
悦
子
（
的
場
） 

伊
那
市
高
遠
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
推
薦 

山
根
健
司
（
黒
沢
）
一
般
公
募 

丸
山
宏
一
（
相
生
町
）
一
般
公
募 
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会長 北原公雄



 

 

 

第
一
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
８
月
10
日

（
木
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
長
よ
り
委
員
の
委
嘱
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
正
副
会

長
の
選
任
な
ど
７
項
目
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
高

遠
町
地
域
協
議
会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

●
正
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

会
長 

北
原
公
雄 

 

副
会
長 

秋
山
靖
樹 

●
地
域
協
議
会
運
営
要
綱
に
つ
い
て 

●
地
域
協
議
会
の
機
能
と
役
割
に
つ
い
て 

●
合
併
協
議
結
果
に
つ
い
て 

●
平
成
１８
年
度
主
要
事
業
の
概
要
に
つ
い
て 

●
「
伊
那
市
の
歌
」
を
市
歌
に
す
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情
に
つ
い
て 

 
 

広
く
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る
、
専

門
家
を
加
え
た
専
門
委
員
会
で
検
討
し
て
は
ど
う
か

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

●
「
入
笠
山
・
鹿
嶺
高
原
の
風
力
発
電
事
業
」
に
つ
い

て
の
陳
情
に
つ
い
て 

 
 

賛
否
で
は
な
く
公
平
な
面
で
の
説
明
や
議
論
が
必

要
で
あ
る
、
地
元
住
民
の
意
見
を
十
分
聞
い
た
上
で

進
め
て
ほ
し
い
、
実
際
に
は
地
元
住
民
は
具
体
的
な

内
容
は
何
も
知
ら
な
い
状
況
で
あ
る
、
住
民
説
明
会

を
開
催
し
て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

９
月
に
は
、
事
業
を
計
画
し
て
い
る
民
間
の
事
業

者
主
催
に
よ
る
風
力
発
電
事
業
に
関
す
る
説
明
会
が

町
内
６
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

第
二
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
８
月
30
日

（
水
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
遠
消
防
署
の
移
転
に
つ
い
て
の
諮
問
の
ほ
か
、
合

併
後
５
ヶ
月
が
経
過
し
市
民
生
活
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●
高
遠
消
防
署
の
移
転
に
つ
い
て
（
諮
問
事
項
） 

 
 

高
遠
消
防
署
は
昭
和
54
年
に
建
築
さ
れ
、
以
来

27
年
が
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
 

旧
伊
那
市
の
一
部
地
区
で
は
、
緊
急
時
に
現
場
に

駆
け
つ
け
る
時
間
が
高
遠
消
防
署
の
方
が
早
い
地
区

も
あ
り
、
ま
た
高
遠
消
防
署
と
長
谷
分
遣
所
の
統
合

に
よ
り
、
長
谷
地
域
全
域
が
火
災
時
の
出
動
エ
リ
ア

に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
考
慮
す
る
中
、
小
原

地
籍
が
移
転
の
候
補
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

候
補
地
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
了
承

さ
れ
、
諮
問
内
容
の
と
お
り
で
答
申
さ
れ
ま
し
た
。 

●
合
併
後
の
市
民
生
活
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

 
 

７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、
合
併
に

よ
り
対
応
が
手
薄
に
な
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
避
難
所
対
応
な
ど
良
か
っ
た
点
や
、
早
期
の
災
害

復
旧
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
高
遠
町
地
域
の
魅
力
を
も
っ
と
市
全
体
へ
Ｐ
Ｒ

す
る
必
要
が
あ
る
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

第
三
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
９
月
28
日

（
木
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
遠
町
地
域
で
開
催
さ
れ
た
地
区
別
懇
談
会
の
開
催

結
果
と
平
成
19
年
度
す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
書

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域
協
議
会
の
今

後
の
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
結
果
に
つ
い
て 

●
平
成
19
年
度
す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
書
に
つ

い
て 

●
地
域
協
議
会
の
今
後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て 

 
 

協
議
項
目
の
選
定
や
企
画
立
案
を
行
う
運
営
委
員

の
設
置
、
高
遠
町
地
域
選
出
の
議
員
や
区
長
会
、
各

種
団
体
等
と
の
懇
談
会
や
知
識
向
上
の
た
め
の
研
修
会

の
開
催
、
住
民
の
皆
様
に
地
域
協
議
会
の
活
動
内
容
を

伝
え
る
協
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

 

第
四
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
10
月
26
日

（
木
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
四
回
地
域
協
議
会 

■
協
議
事
項 

第
三
回
地
域
協
議
会 

第
二
回
地
域
協
議
会 

■
協
議
事
項 

■
協
議
事
項 

第
一
回
地
域
協
議
会 



 

地
域
協
議
会
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
学
び

ま
し
た
。
ま
た
前
回
の
協
議
会
よ
り
引
き
続
き
今
後
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●
地
域
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て 

●
地
域
協
議
会
の
今
後
の
運
営
法
に
つ
い
て 

 
 

運
営
委
員
会
の
具
体
的
な
役
割
の
検
討
、
地
域
や

団
体
へ
協
議
会
で
審
議
し
た
内
容
の
開
示
方
法
と
し

て
協
議
会
だ
よ
り
の
発
行
な
ど
を
決
め
た
ほ
か
、
区

長
会
や
団
体
会
議
へ
の
委
員
の
出
席
に
つ
い
て
、
再

度
、
要
請
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
高
遠
町
地
域
選
出
議
員
と
の
懇
話
会
の
実
施

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
次
回
の
協
議
会
で
実
施
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

 

第
五
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
11
月
30
日

（
木
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
藤
診
療
所
改
修
工
事
の
概
要
、
高
遠
町
衛
生
自
治

会
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
公

の
施
設
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
の
諮
問
や
観
光

イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
と
平
成
19
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
今
回
の
協
議
会
に
は
高
遠
町
地
域
選
出
議
員
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
協
議
会
と
意
思
統
一
を
図

り
、
今
後
も
連
携
の
と
れ
た
活
動
を
要
望
し
ま
し
た
。 

 

●
「
地
域
協
議
会
に
お
け
る
議
事
運
営
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
事
項
」
に
つ
い
て 

●
長
藤
診
療
所
改
修
工
事
に
つ
い
て 

 
 

長
藤
診
療
所
は
昭
和
44
年
に
建
築
さ
れ
、
老
朽
化

も
進
み
シ
ロ
ア
リ
被
害
も
出
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

平
成
18
年
度
中
に
設
計
を
行
い
、
平
成
19
年
度
に

新
築
工
事
を
行
う
計
画
で
す
。
計
画
で
は
現
在
の
駐

車
場
の
位
置
に
新
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診
療
所
の

営
業
を
止
め
る
こ
と
な
く
工
事
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

併
設
す
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設
と
は
渡
り
廊
下
で
つ
な
が

り
引
き
続
き
利
用
が
で
き
ま
す
。 

 
 

委
員
か
ら
は
、
将
来
的
に
太
陽
光
発
電
な
ど
に
よ

る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
活

用
に
よ
る
大
病
院
と
の
情
報
交
換
・
情
報
共
有
の
整

備
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

●
高
遠
町
地
域
衛
生
自
治
会
に
つ
い
て 

 
 

衛
生
自
治
会
の
設
立
に
関
し
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
衛
生
自
治
会
の
活
動
が
市
民
の
意

識
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ
ば
良
い
、
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

（
諮
問
事
項
） 

 
 

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

文
化
施
設
な
ど
公
の
施
設
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
管

理
委
託
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
管
理
の
範
囲
が
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
む
民
間
事
業
者
、
住

民
組
織
に
ま
で
広
が
り
ま
し
た
。
今
回
、
地
域
に
密

着
し
た
体
育
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
地
元
地
区
に
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

指
定
管
理
者
と
し
て
の
指
定
に
つ
い
て
は
全
会
一

致
で
了
承
さ
れ
、
諮
問
内
容
の
と
お
り
で
答
申
さ
れ

ま
し
た
。 

●
高
遠
町
地
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
に
つ
い
て 

 
 

合
併
協
議
に
お
い
て
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
当
面
、
現

行
ど
お
り
実
施
し
て
い
く
が
、
新
市
一
体
的
な
祭
り

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
調
整
が
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
、
市
役
所
内
の
行
政
改
革
推
進
チ
ー
ム
に
よ
り
廃

止
、
縮
小
、
充
実
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
案
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
高
遠
町
観
光
協
会
内
に
祭
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
こ
の
案
を
基
に
高

遠
町
地
域
の
祭
り
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
検
討
内
容
で
は
、
だ
る
ま
市
、
さ
く
ら
祭
り
、

秋
祭
り
は
継
続
実
施
、
ほ
た
る
祭
り
は
廃
止
、
城
下

祭
り
と
灯
篭
祭
り
を
統
合
し
て
充
実
す
る
こ
と
で
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
協
議
会
と
し
て
来
年
以
降

の
イ
ベ
ン
ト
実
施
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

委
員
か
ら
は
、
祭
り
の
趣
旨
か
ら
城
下
祭
り
と
灯

篭
祭
り
を
統
合
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
城
下
祭
り
の

よ
う
な
地
域
全
体
の
祭
り
は
継
続
す
る
べ
き
で
あ
る

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
一
方
で
合
併
に
よ
り
イ
ベ

ン
ト
の
期
間
が
短
い
た
め
区
長
が
参
加
動
員
に
苦
慮

し
て
い
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

地
域
、
各
団
体
か
ら
各
委
員
が
意
見
を
集
約
し
、

次
回
の
協
議
会
で
再
度
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。 

●
平
成
19
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て 

 
 

高
遠
町
関
係
の
予
算
要
求
の
概
要
に
つ
い
て
報
告

■
協
議
事
項 

第
五
回
地
域
協
議
会 

■
協
議
事
項 



が
あ
り
ま
し
た
。
長
藤
、
藤
沢
、
三
義
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
定
住
対
策
住
宅
の
今
後
の
整
備
や
、
防
火

水
槽
整
備
の
予
算
化
な
ど
に
つ
い
て
委
員
よ
り
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
旧
高
遠
町
に
お
い
て
昭
和
52
年
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
「
す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
事
業
計
画
」

は
住
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
の
課
題
や
要

望
を
ま
と
め
て
お
り
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
意
見

が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
高
遠
町
で
は
、
こ
の
す

み
よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
書
に
基
づ
き
予
算
編
成
が

な
さ
れ
て
お
り
、
新
伊
那
市
に
お
い
て
も
継
続
し
た

取
扱
い
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
市
長
、
自
治
区
長
あ

て
に
意
見
具
申
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
市
長

へ
の
提
案
は
12
月
19
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

第
六
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
12
月
14
日

（
木
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
地
域
協
議
会
は
、
風
力
発
電
施
設
建
設
に
関

す
る
問
題
に
つ
い
て
、
実
情
を
市
長
か
ら
説
明
い
た
だ

き
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●
風
力
発
電
計
画
に
つ
い
て 

 
 

国
の
新
し
い
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
電
力
会
社
は

総
電
力
量
の
う
ち
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
は
風
力
、
バ
イ

オ
マ
ス
、
太
陽
光
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
中
部
電
力
管
内
で

は
ほ
と
ん
ど
風
力
発
電
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
風

力
発
電
施
設
の
多
く
は
、
海
岸
、
平
地
な
ど
に
設
置

が
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
入
笠
山
か
ら
鹿
嶺
高
原
に

か
け
て
設
置
さ
れ
れ
ば
、
山
岳
地
帯
へ
の
設
置
と
な

り
県
内
で
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
。 

 
 

市
長
か
ら
は
、
国
の
政
策
の
中
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
千
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
下
の
小
水
力
発
電
が
対
象
で
あ
り
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
通
常
の
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
が
含
ま
れ

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
基
準
に

つ
い
て
国
に
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
長
野
県
か
ら
中
・
大
型
風
力
発
電
施
設
に
関

し
、
災
害
や
環
境
な
ど
の
観
点
か
ら
影
響
が
想
定
さ

れ
る
地
域
マ
ッ
プ
が
10
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
の
基
準
と
し
て
、
特
に
立
地
に
つ
い
て
原
則
と

し
て
除
外
す
べ
き
地
域
を
レ
ベ
ル
１
と
し
、
立
地
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
地
域
を
レ
ベ
ル
２
と
し

て
い
ま
す
。
入
笠
山
周
辺
地
域
は
レ
ベ
ル
２
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 

各
委
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
風
力
発
電
は
有
効
で
あ
る
が
、
施
設
の
製

造
、
運
搬
、
建
設
、
廃
棄
の
過
程
で
出
て
く
る
二
酸

化
炭
素
な
ど
が
あ
り
ト
ー
タ
ル
し
て
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
な
が
る
の
か
、
災
害
の
面
か
ら
現
段
階
で
地

元
住
民
の
安
全
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
建
設

を
論
ず
る
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
、
地
滑
り
な

ど
の
住
民
へ
の
リ
ス
ク
の
問
題
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
景
観
面
か
ら
、
桜
と
い
う
財
産
を

祖
先
が
残
し
て
く
れ
た
が
風
車
と
い
う
も
の
を
後
世

に
残
し
て
も
良
い
も
の
か
、
景
観
、
自
然
を
破
壊
し

て
ま
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

一
方
で
高
遠
町
・
長
谷
地
域
の
過
疎
化
か
ら
の
脱

却
を
図
る
う
え
で
、
風
力
発
電
施
設
の
建
設
に
あ
わ

せ
、
林
道
整
備
を
実
施
し
森
林
整
備
を
行
う
、
施
設

が
建
設
さ
れ
れ
ば
観
光
振
興
に
も
活
か
す
こ
と
が
で

き
る
、
と
い
っ
た
地
域
振
興
策
と
し
て
施
設
建
設
の

必
要
性
を
唱
え
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

協
議
会
の
見
解
と
し
て
、
今
ま
で
の
経
過
と
実
態

を
納
得
の
い
く
ま
で
住
民
説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
、

ま
た
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、
市
と
し
て
の
意
思
の

決
定
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
を
要
望
し
ま

し
た
。
大
半
の
委
員
の
意
見
と
し
て
、
即
決
で
は
住

民
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
行

政
と
し
て
も
慎
重
な
判
断
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し

た
。 
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第
六
回
地
域
協
議
会 

 
 地域の身近な課題や問題

点などが、どのように議論さ

れているのか地域協議会を

傍聴してみませんか。傍聴を

希望される方、また地域協議

会に対するご意見、ご質問等

は協議会委員または高遠町

総合支所総務課までご連絡

ください。 

 高遠町地域協議会をはじ

め、伊那市の地域協議会に関

する情報は、 

『 http://www.city.ina.nag

ano.jp/info/kyodo/chiikig

yogikai.html』 

をご覧ください。 

お知らせ 



                              

 

地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
２
号
で
は
、
第
七
回
、

第
八
回
地
域
協
議
会
の
模
様
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

 

 

第
七
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
18
年
12
月

21
日
（
木
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

ま
す
そ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

風
力
発
電
事
業
計
画
の
議
決
結
果
に
つ
い

て
地
域
自
治
区
長
よ
り
報
告
を
う
け
ま
し
た
。

ま
た
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
や
各
委
員
か

ら
の
提
案
事
項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。 

 

●
風
力
発
電
事
業
計
画
に
対
す
る
議
決
結
果 

に
つ
い
て 

第
六
回
地
域
協
議
会
に
小
坂
市
長
が
出

席
し
、
風
力
発
電
に
関
す
る
説
明
の
後
、
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
協

議
会
と
し
て
は
、
十
二
月
定
例
会
で
賛
否
を

決
す
る
の
で
は
な
く
、
住
民
の
意
見
を
充
分

に
収
集
し
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。 

地
域
自
治
区
長
よ
り
、
そ
の
後
の
十
二
月

議
会
の
議
決
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

12
月
18
日
市
議
会
総
務
委
員
会
で
風
力

発
電
計
画
の
是
非
に
つ
い
て
採
決
が
行
わ

れ
、
４
対
３
で
計
画
中
止
が
決
ま
り
ま
し
た

が
、
12
月
20
日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
推

進
を
求
め
る
陳
情
を
14
対
11
の
賛
成
多
数

で
採
決
さ
れ
、
本
会
議
終
了
後
、
全
員
協
議

会
に
お
い
て
市
長
が
計
画
に
同
意
で
き
な

い
建
設
反
対
の
立
場
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
高
遠
町
地
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
に 

つ
い
て 

第
五
回
地
域
協
議
会
に
引
き
続
き
、
高
遠

町
地
域
に
お
け
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

各
委
員
が
地
域
、
各
団
体
か
ら
の
意
見
を

集
約
し
、
今
回
の
協
議
会
で
再
度
検
討
を
行

い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
と
し
て

は
、
祭
り
へ
の
補
助
金
等
の
予
算
は
、
行
政

改
革
の
声
を
加
味
す
る
中
で
、
若
干
の
見
直

し
と
中
身
の
工
夫
の
必
要
性
が
あ
る
。
祭
り

の
本
質
に
は
、
地
域
住
民
が
一
体
と
な
る
地

域
自
治
が
深
く
関
わ
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

祭
り
に
向
け
て
住
民
が
一
体
と
な
り
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
。

と
い
っ
た
今
後
の
中
身
の
工
夫
、
検
討
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
が
参

加
す
る
祭
り
を
伊
那
ま
つ
り
と
し
た
場
合
、

遠
隔
地
か
ら
の
参
加
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
事
を
懸
念
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
地

域
協
議
会
の
意
見
と
し
て
、
高
遠
町
地
域
住

民
が
手
踊
り
な
ど
祭
り
に
参
加
し
た
こ
と

を
実
感
が
持
て
る
内
容
、
ま
た
多
く
の
住
民

が
参
加
で
き
る
時
期
を
充
分
配
慮
し
て
検

討
し
て
も
ら
う
こ
と
を
観
光
協
会
祭
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
提
案
し
検
討
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
ま
た
祭
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

検
討
結
果
に
つ
い
て
協
議
会
へ
の
報
告
を

お
願
い
し
ま
し
た
。 

●
各
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て 

◆
新
市
の
交
通
対
策
に
つ
い
て 

高
遠
町
地
域
で
は
従
前
よ
り
、
高
齢
者
等

の
交
通
弱
者
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
足
の

確
保
対
策
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
伊
那

市
で
も
全
市
的
な
交
通
体
系
の
検
討
に
着

手
し
ま
し
た
。
地
域
協
議
会
と
し
て
も
本
件

に
つ
い
て
議
題
と
し
充
分
検
討
を
行
っ
て

い
く
事
が
委
員
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

現
状
の
問
題
点
、
よ
り
よ
い
交
通
体
系
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
が
各
委
員
よ
り
提
案
さ
れ
、

問
題
点
と
し
て
は
、
現
状
の
バ
ス
運
行
は
朝
、

夕
に
集
中
し
、
昼
間
の
運
行
が
少
な
い
た
め

当
て
に
で
き
な
い
。
電
車
と
バ
ス
と
の
ダ
イ

ヤ
の
ず
れ
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
ア

イ
デ
ア
と
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

運
送
、
シ
ル
バ
ー
の
バ
ス
運
転
経
験
者
の
活

用
、
小
型
バ
ス
の
使
用
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
利
便
性
を
考
え
る
な
か
、
高

校
生
が
通
学
に
使
用
す
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
存

続
や
高
遠
駅
で
の
い
～
な
ち
ゃ
ん
バ
ス
と

の
接
続
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。 

交
通
体
系
の
整
備
を
行
う
場
合
、
企
業
は 

■
協
議
事
項 

第
七
回
地
域
協
議
会 

平成１９年４月発行 ２号 

 



あ
る
程
度
の
採

算
性
を
求
め
て

い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
を
補
う

行
政
と
し
て
の

負
担
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
利

用
者
か
ら
あ
る

程
度
の
負
担
も

や
む
を
得
な
い

た
め
、
企
業
、
行

政
、
利
用
者
と
の

協
働
に
よ
り
、
地

域
の
実
態
に
あ
っ
た
交
通
体
系
整
備
の
協
議
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
路
線
等
の
検
討
は
新
市
の

交
通
体
系
検
討
委
員
会
で
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
地
域
協
議
会
で
は
本
件
の
協
議
を
継
続
し
、

ま
た
交
通
体
系
検
討
委
員
と
し
て
松
井
委
員
が
参
加

し
て
い
ま
す
の
で
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
地
域
協
議
会

で
の
検
討
結
果
を
繋
げ
ま
す
。 

◆
新
市
観
光
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て 

現
在
、
伊
那
市
で
は
合
併
を
経
て
高
遠
町
、
長
谷

と
い
う
全
国
的
に
も
有
数
な
観
光
地
が
伊
那
市
と
な

り
、
観
光
行
政
が
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
商
工
業
、
農
林
業
、
教
育
の
す
べ
て
を
捉

え
る
形
で
の
観
光
を
総
合
産
業
と
し
て
、
伊
那
市
独

自
の
観
光
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
内
容
を
総
合

計
画
に
も
盛
り
込
ん
で
い
く
考
え
で
い
ま
す
。
こ
の

観
光
基
本
計
画
策
定
委
員
に
は
高
遠
町
地
域
か
ら
も

協
議
会
委
員
の
山
根
委
員
を
は
じ
め
４
名
の
方
が
委

員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
旧

高
遠
町
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
の
提
言
に
お
い

て
、
綿
密
な
観
光
資
源
調
査
や
観
光
行
政
へ
の
提
言

が
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
基
本
計

画
を
策
定
し
て
も
ら
い
た
い
。
旧
高
遠
町
が
守
り
培

っ
て
き
た
文
化
や
史
跡
な
ど
を
大
事
に
Ｐ
Ｒ
し
、
特

色
の
あ
る
観
光
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
。
城
下
町

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
い
ま
ま
で
行
っ
て
き
た
“
高

遠
ら
し
さ
”
を
反
映
し
て
も
ら
い
た
い
。
と
い
う
意

見
が
出
ま
し
た
。 

ま
た
高
遠
町
地
域
住
民
が
み
は
ら
し
や
南
ア
ル
プ

ス
を
、
伊
那
地
域
の
住
民
が
さ
く
ら
を
、
全
て
の
市

民
が
観
光
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
越

え
て
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
意
識

付
け
を
計
画
の
中
に
盛
り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
。
塩

の
道
、
秋
葉
街
道
、
甲
州
街
道
な
ど
由
緒
あ
る
街
道

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
り
、
伊
那
市
全
体
の
観
光

ス
ト
ー
リ
ー
作
り
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 
こ
れ
ら
の
意
見
は
山
根
委
員
を
通
し
、
観
光
基
本

計
画
策
定
委
員
会
に
繋
げ
ま
す
。 

 

 

第
八
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
19
年
１
月
29
日
（
月
）

高
遠
さ
く
ら
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

伊
那
市
長
よ
り
風
力
発
電
施
設
建
設
に
関
す
る
考
え

方
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
世
界
遺
産
、

投
票
所
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
措
置
、
高
遠
地
域
の
今

後
の
住
宅
施
策
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
伊
澤
修
二

音
楽
祭
等
、
各
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。  

●
風
力
発
電
施
設
建
設
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て 

昨
年
十
二
月
定
例
会
で
請
願
陳
情
さ
れ
た
風
力
発

電
問
題
で
は
風
力
発
電
反
対
陳
情
７
件
、
推
進
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
賛
成
陳
情
が
事
業
主
体
か
ら
の
も

の
を
含
め
３
件
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
６
月

か
ら
継
続
審
議
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

市
長
か
ら
は
、
入
笠
山
か
ら
鹿
嶺
高
原
の
一
体
に

あ
る
風
力
発
電
施
設
建
設
に
つ
い
て
、
景
観
と
災
害

の
面
か
ら
「
反
対
」
の
立
場
を
改
め
て
表
明
し
、
そ

の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

災
害
の
問
題
と
し
て
は
建
設
用
道
路
を
開
設
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
こ
の
影
響
に
よ
る
土
砂
災

害
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
景
観
の
問
題
と
し
て
、
南

ア
ル
プ
ス
は
自
然
宝
庫
で
あ
り
、
そ
の
南
ア
ル
プ
ス

の
前
山
に
、
高
さ
１
０
０
ｍ
を
越
え
る
構
造
物
が
作

ら
れ
る
こ
と
は
い
か
が
な
も
の
か
。
と
の
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
発
電
そ
の

も
の
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

ふ
さ
わ
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
伊
那
市
に
は
高
遠
ダ
ム
の
放
流
水
や

農
業
用
水
路
な
ど
水
力
発
電
を
開
発
す
る
余
地
が
多

分
に
あ
る
た
め
、
積
極
的
に
小
水
力
発
電
を
導
入
し

て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
か
ら
は
、
南
ア
ル
プ
ス
ス
ー
パ
ー
林
道
開
設

■
協
議
事
項 

第
八
回
地
域
協
議
会 



の
際
に
も
、
当
時
大
き
な
反
対
が
あ
っ
た
が
、
現
在

は
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
て
お
り
、
新
し
い
こ
と
を

始
め
る
と
き
に
は
反
対
が
多
数
を
占
め
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
後
年
に
お
い
て
後
悔
の
無
い
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。
高
遠
町
、
長
谷
地
域
で
は
過
疎
化
の

進
行
が
顕
著
な
状
況
で
あ
り
、
地
域
振
興
対
策
と
し

て
何
ら
か
の
起
爆
剤
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
の
住
民

を
二
分
す
る
感
情
の
問
題
が
発
生
し
て
お
り
、
早
い

時
期
に
住
民
意
識
の
緩
和
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
振
興
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

と
い
っ
た
風
力
発
電
に
寄
せ
る
地
域
振
興
へ
の
考
え

方
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
地
域
振
興
対
策
を
要

望
す
る
意
見
が
出
ま
し
た
。
市
で
は
地
域
振
興
対
策

に
つ
い
て
庁
内
に
設
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

よ
り
検
討
を
進
め
て
い
く
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

●
世
界
遺
産
の
概
要
に
つ
い
て 

現
在
、
長
野
県
、
静
岡
県
、
山
梨
県
の
３
県
の
伊

那
市
を
含
む
関
係
市
町
村
に
よ
り
、
南
ア
ル
プ
ス
世

界
遺
産
自
然
登
録
長
野
県
連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、

世
界
遺
産
登
録
推
進
に
向
け
た
連
携
、
情
報
共
有
、

学
術
調
査
研
究
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

世
界
遺
産
登
録
に
よ
り
、
国
際
的
な
保
護
、
保
存

の
対
象
と
な
り
自
然
環
境
が
図
ら
れ
る
こ
と
や
、
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ
り
周

辺
の
観
光
振
興
に
繋
が
る
こ
と
な
ど
が
今
後
期
待
で

き
る
事
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

●
投
票
所
閉
鎖
時
刻
繰
り
上
げ
措
置
拡
大
等
に
つ
い
て 

投
票
所
閉
鎖
時
刻
の
繰
り
上
げ
に
つ
い
て
は
、
公

職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
４
時
間
の
範
囲
内
に
お
い

て
実
施
で
き
る
こ
と
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
合

併
に
よ
り
、
開
票
所
（
市
役
所
）
か
ら
遠
距
離
に
所

在
す
る
投
票
所
で
は
投
票
箱
等
の
送
致
が
開
票
予
定

時
刻
直
前
と
な
る
た
め
事
務
処
理
に
支
障
を
来
し
て

お
り
、
対
応
に
苦
慮
す
る
状
況
が
散
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
投
開
票
事
務
を
確
実
に
実
施
す
る
た
め
住
民
の

生
活
態
様
を
考
慮
の
上
、
有
権
者
数
、
交
通
事
情
の

面
か
ら
、
少
な
く
と
も
開
票
開
始
15
分
前
の
到
着
可

能
な
区
域
を
投
票
所
か
ら
直
線
距
離
10
ｋ
ｍ
と
設
定

し
、
そ
の
区
域
外
の
投
票
区
に
つ
い
て
繰
り
上
げ
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
高
遠
地
域
に
お
け
る
今
後
の
住
宅
施
策
に
つ
い
て 

旧
高
遠
町
に
お
け
る
定
住
対
策
は
若
者
世
帯
、
若

年
層
夫
婦
を
対
象
と
し
た
住
宅
整
備
、
町
外
か
ら
の

定
住
人
口
を
増
や
し
、
過
疎
の
歯
止
め
、
高
遠
北
小

学
校
の
複
式
学
級
阻
止
の
た
め
の
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者

優
先
住
宅
整
備
、
空
き
家
対
策
事
業
に
力
を
入
れ
て

き
ま
し
た
。 
市
町
村
合
併
に
よ
り
伊
那
市
全
体
の
住
宅
施
策
の

在
り
方
に
つ
い
て
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
よ
り

協
議
を
行
い
、
今
後
の
施
策
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
の
方
針
と
し
て
、
財
政
状
況
を
鑑
み
新
規

の
供
給
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
高
遠
町
、
長
谷

地
域
の
衰
退
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
住
宅
整
備
や
空
き
家
対
策
事
業
ソ
フ
ト
事

業
を
織
り
交
ぜ
た
地
域
振
興
策
を
図
る
、
耐
用
年
数

が
経
過
し
て
い
る
住
宅
の
計
画
的
な
建
て
替
え
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
住
宅
の
必
要
性
に
つ
い
て
各
区
長
会
長
等

と
の
協
議
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
か
ら
は
旧
高
遠
町
は
住
宅
施
策
に
よ
り
定
住

人
口
を
増
や
し
過
疎
対
策
を
行
っ
て
き
て
い
た
こ
と

か
ら
、
新
市
と
な
っ
て
過
疎
地
域
が
追
い
や
ら
れ
る

こ
と
や
、
過
疎
の
進
行
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
旧
高
遠
町
の
頃
の
よ
う

に
住
宅
施
策
に
は
力
を
入
れ
継
続
し
て
進
め
て
も
ら

い
た
い
。
町
外
か
ら
定
住
し
て
き
て
い
る
方
で
多
く

の
方
が
活
躍
し
て
い
る
と
い
う
事
業
効
果
も
あ
り
、

こ
う
し
た
状
況
を
広
く
市
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ
し
理
解
し

て
も
ら
う
必
要
も
あ
る
。
と
い
っ
た
過
疎
対
策
と
し

て
の
住
宅
施
策
を
継
続
す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
各
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て 

◆
芸
術
・
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

・
伊
澤
修
二
音
楽
祭
に
つ
い
て 

伊
澤
修
二
音
楽
祭
の
開
催
場
所
等
に
つ
い
て
、
各

委
員
が
所
属
す
る
団
体
の
中
で
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
協
議
会
で
は
今
後
の
音
楽
祭
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
伊
澤
修
二
音
楽

祭
実
行
委
員
会
に
お
い
て
協
議
が
行
わ
れ
る
な
か
、

伊
澤
先
生
の
出
身
の
高
遠
町
地
域
で
今
ま
で
ど
お
り

音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
、

合
併
し
た
の
で
あ
る
か
ら
伊
那
県
民
文
化
会
館
な
ど

大
き
な
会
場
で
行
え
ば
よ
い
と
い
う
２
案
が
出
て
い

ま
す
。
委
員
か
ら
は
、
今
ま
で
ど
お
り
高
遠
町
で
開

催
し
、
伊
那
市
全
体
に
Ｐ
Ｒ
し
高
遠
町
ま
で
足
を
運

ん
で
も
ら
う
良
い
機
会
に
す
れ
ば
よ
い
。
伝
統
あ
る

音
楽
祭
で
あ
り
、
小
中
学
生
に
と
っ
て
も
良
い
思
い

出
と
な
っ
て
い
る
。
と
、
伊
澤
修
二
先
生
の
生
ま
れ

た
高
遠
町
地
域
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
意
見
が

全
て
の
委
員
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
当
面
の
間
は
今
ま

で
ど
お
り
の
音
楽
祭
を
継
続
し
、
将
来
的
に
伊
那
市

全
体
に
浸
透
し
て
き
た
な
か
で
集
客
数
の
問
題
等
を



検
討
し
、
会
場
の
変
更
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
こ
と

を
伊
那
市
教
育
委
員
会
お
よ
び
伊
澤
修
二
音
楽
祭
実

行
委
員
会
に
提
案
し
ま
し
た
。 

・
信
州
高
遠
の
四
季
展
に
つ
い
て 

信
州
高
遠
の
四
季
展
は
平
成
12
年
の
第
１
回
以

来
、
四
季
に
美
し
い
こ
の
地
域
の
自
然
や
風
景
を
題

材
に
、
全
国
の
画
家
や
絵
画
愛
好
家
が
高
遠
に
訪
れ

絵
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、「
芸
術
の
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
し

伊
那
市
の
良
さ
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
企
画
運

営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
財
政
状
況
の
厳
し
い
な
か
、

今
後
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
町
を
客
が
歩
か
な
い
町
は
寂
れ
た
町
と
言

わ
れ
る
が
、
商
店
街
に
作
品
が
飾
ら
れ
多
く
の
お
客

さ
ん
が
町
を
歩
い
て
く
れ
た
。
芸
術
文
化
は
そ
の
土

地
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、
高
遠
を
中
心

に
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
旧
高
遠
町
か
ら
伊
那
市
ま

で
範
囲
が
広
が
り
、
伊
那
市
の
企
業
か
ら
も
寄
付
金

を
募
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
る
。

と
い
っ
た
充
実
し
て
継
続
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
意
見
が
出
ま
し
た
。
地
域
協
議
会
で
は
第

４
回
四
季
展
の
実
施
に
向
け
て
後
押
し
を
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

◆
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て 

現
在
の
社
会
問
題
と
し
て
い
じ
め
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
教
育
長
よ
り
伊
那
市
の

小
中
学
校
で
の
い
じ
め
の
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
市
で
は
11
月
以
降
、
毎
月
い
じ
め
に

関
す
る
調
査
を
行
い
絶
え
ず
注
意
と
関
心
を
図
っ
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
の
調
査
結
果
で
は
伊
那
市
内
で

20
件
の
い
じ
め
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
高
遠
町
地

域
の
小
中
学
校
に
お
い
て
も
数
は
少
な
い
も
の
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

地
域
協
議
会
で
は
本
件
に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議

を
行
い
、
地
域
の
子
供
た
ち
を
よ
り
良
い
方
向
へ
導

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

本
号
よ
り
地
域
協
議
会
委
員
の
紹
介
を
兼
ね
、
委
員

が
日
頃
、
感
じ
て
い
る
こ
と
や
協
議
会
へ
の
意
気
込
み

を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

 
給
与
生
活
の
傍
ら
朝
晩
百
姓
で
田
圃
を
耕
作
し
て 
四
十
有
余
年
、
余
裕
の
時
間
が
無
く
、
子
供
達
を
旅
行

に
連
れ
て
行
っ
た
の
は
、
た
っ
た
の
一
回
長
島
温
泉
に

連
れ
て
行
っ
た
だ
け
で
古
希
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
日
。 

 

あ
る
日
突
然
「
ブ
ン
ブ
ン
、
ブ
ン
ブ
ン
」
と
自
動
車

が
走
る
様
な
異
変
な
音
に
気
付
き
、
窓
を
開
け
て
見
る

と
、
何
や
ら
黒
い
固
ま
り
が
、
目
の
前
を
ゆ
っ
く
り
動

い
て
行
く
の
が
見
え
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
蜜
蜂
の
「
ぶ

ん
ぽ
う
」
で
、
子
供
時
代
に
見
た
光
景
と
同
じ
で
し
た
。 

 

数
時
間
後
、
あ
の
蜂
の
大
群
は
隣
り
の
家
の
軒
先
に
、

そ
れ
は
豪
華
な
、
大
き
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
光
り
輝
い

て
い
る
か
の
様
で
感
動
し
ま
し
た
。
女
王
蜂
を
中
心
に

し
て
周
り
を
一
万
匹
と
も
、
二
万
匹
と
も
知
れ
な
い
蜂

の
大
群
が
羽
を
ブ
ン
ブ
ン
震
わ
せ
て
居
り
ま
し
た
。
突

然
の
出
来
事
で
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
大

群
を
素
早
く
巣
箱
に
入
れ
、
巣
箱
に
入
っ

た
蜜
蜂
の
箱
を
我
家
の
庭
に
移
し
て
一

年
が
過
ぎ
た
、
昨
年
の
五
月 

こ
の
巣
か

ら
「
ぶ
ん
ぽ
う
」
が
五
、
六
回
も
有
り
ま

し
た
。 

 

妻
は
朝
か
ら
午
後
三
時
頃
ま
で
蜂
の

様
子
を
監
視
し
て
、
ぶ
ん
ぽ
う
の
気
配
が
有
れ
ば
私
の

携
帯
に
連
絡
が
有
り
、
私
は
田
圃
に
い
て
も
急
い
で
帰

宅
し
、
ぶ
ん
ぽ
う
し
た
蜂
を
新
し
い
巣
箱
に
入
れ
る
の

が
今
の
私
の
楽
し
み
の
一
つ
、
逃
げ
ら
れ
る
事
も
し
ば

し
ば
有
り
ま
す
。
一
年
通
し
て
蜜
蜂
を
夫
婦
で
観
察
し

な
が
ら
、
忙
し
か
っ
た
若
き
時
代
、
健
康
で
あ
っ
た
事

へ
の
感
謝
と
老
後
に
つ
い
て
等
、
話
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
の
大
好
き
な
言
葉 

 
 
 

「
今
や
ら
ね
ば 

い
つ
で
き
る 

 
 
 
 
 
 

俺
が
や
ら
ね
ば 

誰
が
や
る
」 

         

■
編
集
発
行 

高
遠
町
地
域
協
議
会
事
務
局 

 
 
 

（
事
務
局 

伊
那
市
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課
内
） 

■
電
話 

94
―
２
５
５
１ 

■
Ｆ
Ａ
Ｘ 

94
―
３
６
９
７ 

■
Ｅ
メ
ー
ル 

t
-
s
o
u@
i
nac
i
t
y.
j
p 

副会長 

秋山
あきやま

 靖樹
や す き

藤沢区長会

推薦

 
 地域の身近な課題や問題

点などが、どのように議論さ

れているのか地域協議会を

傍聴してみませんか。傍聴を

希望される方、また地域協議

会に対するご意見、ご質問等

は協議会委員または高遠町

総合支所総務課までご連絡

ください。 

 高遠町地域協議会をはじ

め、伊那市の地域協議会に関

する情報は、 

『 http://www.city.ina.nag

ano.jp/info/kyodo/chiikig

yogikai.html』 

をご覧ください。 

お知らせ 



                              

 

地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
３
号
で
は
、
第
九
回
、

第
十
回
、
平
成
十
九
年
度
第
一
回
地
域
協
議
会

で
の
協
議
等
を
行
っ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

 

 
第
九
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
19
年
２
月

26
日
（
月
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

ま
す
そ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

高
遠
町
地
域
関
係
の
平
成
19
年
度
当
初
予

算
の
概
要
、
新
市
観
光
基
本
計
画
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
委
員
か
ら
の
提

案
事
項
と
し
て
電
柱
地
中
化
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。  

●
振
興
公
社
の
事
業
統
合
に
つ
い
て 

●
観
光
協
会
の
合
併
協
議
に
つ
い
て 

●
平
成
19
年
度
当
初
予
算
（
高
遠
町
地
域
関

係
予
算
の
概
要
）
に
つ
い
て 

平
成
19
年
度
の
高
遠
町
地
域
関
連
予
算

の
概
要
に
つ
い
て
総
合
支
所
各
担
当
課
長

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
で
は

合
併
に
よ
り
活
動
範
囲
の
広
が
っ
た
高
遠

消
防
署
の
移
転
改
築
、
老
朽
化
に
伴
う
長
藤

診
療
所
改
修
工
事
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
、
進
徳
館
・
大
手
坂
保
存
修
理
、
伊
澤

修
二
先
生
記
念
音
楽
祭
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
践
す
る
た
め
特
色
あ
る
地
域
活
動

を
支
援
す
る
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
委
員

か
ら
は
旧
高
遠
町
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
定

住
対
策
住
宅
整
備
事
業
が
予
算
化
さ
れ
な

か
っ
た
点
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
自
治
区

長
か
ら
定
住
対
策
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
し
、
伊
那
市
全
体
に
よ
る
計
画
を

検
討
し
整
備
さ
れ
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

■
高
遠
町
関
係
の
主
な
事
業 

 

・
地
域
協
議
会 

・
地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金
事
業 

 

・
す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
事
業 

・
自
動
交
付
機
設
置
事
業 

 

・
高
遠
町
柔
剣
道
屋
根
改
修
工
事 

 

・
伊
澤
修
二
先
生
記
念
音
楽
祭 

 

・
進
徳
館
・
大
手
坂
保
存
修
理
事
業 

・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
事
業 

・
市
単
独
有
害
鳥
獣
病
害
虫
防
除
対
策
事
業 

・
高
遠
城
址
公
園
管
理 

・
高
遠
し
ん
わ
の
丘
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
管
理 
・
振
興
公
社
事
業
の
事
業
統
合 

・
道
路
改
良
・
舗
装
工
事
、
舗
装
新
設
、
修
繕 

 

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設 

 

・
長
藤
診
療
所
改
修
工
事 

 

・
高
遠
消
防
署
移
転
新
築
工
事 

 

・
防
火
貯
水
槽
設
置
工
事 

●
春
の
高
校
伊
那
駅
伝
２
０
０
７
に
つ
い
て 

●
新
市
観
光
基
本
計
画
に
つ
い
て 

新
伊
那
市
の
誕
生
に
よ
り
新
た
な
観
光

理
念
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
観
光
施
策
推
進
の
指
針
と
な
る
観
光
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
な
お
、
観
光
基
本
計
画
策
定
委
員
に

は
市
か
ら
本
協
議
会
の
山
根
委
員
が
選
任

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

委
員
か
ら
は
、
観
光
を
行
政
の
大
き
な
柱

と
し
て
位
置
づ
け
、
旧
市
町
村
で
培
っ
て
き

た
観
光
を
集
大
成
し
新
市
の
発
展
に
貢
献

す
る
観
光
産
業
を
育
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。 

●
高
速
バ
ス
南
ア
ル
プ
ス
号
の
減
便
に
つ
い
て 

地
域
活
性
化
と
南
ア
ル
プ
ス
観
光
の
足

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
南
ア
ル
プ
ス
号

に
つ
い
て
、
利
用
客
の
減
少
と
燃
料
費
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
現
行
本
数
を
維
持
し
運
行

す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
JR
バ
ス
に
お

い
て
一
往
復
の
減
便
を
決
定
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

○
減
便
対
象
便 

１
号
・
２
号
の
一
往
復 

 

●
各
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て 

◆
電
柱
の
地
中
化
に
つ
い
て 

滞
在
型
観
光
と
景
観
保
全
の
観
点
か
ら
、

委
員
か
ら
電
柱
地
中
化
の
提
案
が
さ
れ
ま

し
た
。 

旧
高
遠
町
で
は
都
市
計
画
街
路
事
業
が

行
わ
れ
、
当
時
、
景
観
問
題
か
ら
も
電
柱
の

地
中
化
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
が
、
財 

■
協
議
事
項 

■
報
告
事
項 

第
九
回
地
域
協
議
会 

平成１９年６月発行 ３号 

 



政
面
と
あ
わ
せ
変
圧
器
等
の
機
器
を
設
置
す
る
た
め

の
用
地
を
歩
道
内
に
設
け
る
こ
と
が
困
難
等
の
事
情

か
ら
地
中
化
が
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 
各
委
員
か
ら
は
、
地
中
化
そ
の
も
の
へ
は
賛
成
で

き
る
が
、
莫
大
な
費
用
が
伴
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る

等
の
意
見
が
あ
り
、
ま
た
多
数
の
委
員
か
ら
は
、
商

店
街
の
活
性
化
が
ま
ず
優
先
さ
れ
、
そ
の
中
の
策
と

し
て
電
柱
地
中
化
が
盛
り
込
ま
れ
る
。
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
再
度
協
議
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

 

 

第
十
回
地
域
協
議
会
が
、
平
成
19
年
３
月
26
日
（
月
）

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

公
の
施
設
の
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て
報
告
を
う
け

ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
な
問
題
で
あ
る
ご
み
処
理
施
設

に
つ
い
て
上
伊
那
広
域
連
合
か
ら
の
説
明
を
う
け
、
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
で
は
、

前
回
の
協
議
会
に
引
き
続
き
電
柱
地
中
化
、
い
じ
め
問

題
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

●
公
の
施
設
の
管
理
者
の
公
募
に
つ
い
て 

従
来
、
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
行
政
あ
る

い
は
公
共
的
な
団
体
の
み
に
限
定
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
制
度
改
正
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
と
い
っ

た
民
間
事
業
者
で
も
公
の
施
設
の
管
理
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

効
率
的
な
経
費
の
削
減
に
よ
る
運
用
が
図
ら
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

指
定
管
理
者
を
新
た
に
指
定
す
る
場
合
、
引
き
続

き
従
来
か
ら
の
事
業
者
に
指
定
す
る
方
法
と
、
一
般

か
ら
広
く
公
募
を
行
い
指
定
管
理
者
の
選
定
を
し
て

い
く
方
法
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
方
法
に
す
る
か
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
性
格
、
目
的
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
等
を
勘
案
し
て
決
め
る
必
要
が
あ
り
、
公
募
す
る

施
設
の
選
定
に
つ
い
て
は
有
識
者
に
よ
る
伊
那
市
指

定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

特
に
地
域
に
密
着
し
た
施
設
に
関
し
て
は
、
地
域

協
議
会
で
の
審
議
も
行
わ
れ
ま
す
。 

 
●
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て 
ご
み
問
題
は
私
た
ち
の
生
活
に
直
結
す
る
大
切

な
問
題
で
す
。
上
伊
那
広
域
連
合
担
当
者
を
講
師
に
、

ご
み
処
理
施
設
に
関
す
る
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

上
伊
那
広
域
連
合
で
は
上
伊
那
圏
域
内
の
ご
み
の

減
量
化
と
資
源
化
を
推
進
し
、
処
理
処
分
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ご
み
を
適
正
か
つ
安
全
に
処
理
す
る

た
め
の
基
本
指
針
と
な
る
ご
み
処
理
基
本
計
画
を

平
成
16
年
度
に
策
定
し
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
廃
棄
物
行
政
を
進
め
て
い

ま
す
。
上
伊
那
圏
域
内
の
ご
み

処
理
の
課
題
と
し
て
、
家
庭

系
ご
み
の
42

％
が
生
ご
み

で
占
め
ら
れ
、
こ
れ
を
減
量
す
る
こ

と
が
ご
み
減

量
化
に
大
き

く
寄
与
す
る

こ
と
か
ら
、

生
ご
み
の
堆

肥
化
等
資
源

化
を
さ
ら
に

進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ご
み
減

量
化
の
施
策

と
し
て
買
い

物
袋
の
持
参

運
動
、
廃
食

用
油
の
バ
イ

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
や
石
鹸
化
な
ど
各
市
町
村

で
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
、
減
量
化
・
資
源
化

に
資
す
る
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

上
伊
那
広
域
連
合
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
上
伊
那
圏
域
の
市
町
村
の
ご
み
を
一
本
化

処
理
す
る
た
め
、
新
し
い
中
間
処
理
施
設
の
建
設
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
さ
れ
て
い
る
施
設
の
処

理
方
法
は
ご
み
を
燃
や
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な

く
、
溶
か
し
て
処
理
す
る
方
式
の
ガ
ス
化
溶
融
方
式

と
な
り
ま
す
。 

こ
の
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
新
聞
紙
上

で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
市
民
の
問
題

と
し
て
認
識
し
、
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

■
学 

習 

会 

■
報
告
事
項 

第
十
回
地
域
協
議
会 



 
●
各
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て 

 

◆
電
柱
の
地
中
化
に
つ
い
て 

前
回
の
協
議
会
に
引
き
続
き
、
電
柱
の
地
中
化
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

委
員
か
ら
の
意
見
と
し
て
は
、
街
路
事
業
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
歩
道
を
、
再
度
、
整
備
す
る
こ
と
に
よ

る
莫
大
な
費
用
を
考
慮
し
、
電
柱
の
地
中
化
に
よ
る

景
観
整
備
に
凝
り
固
ま
ら
ず
、
ま
ず
商
店
街
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
の
10
年
位
の
ス
パ
ン
で
の
計
画
・

ビ
ジ
ョ
ン
作
り
か
ら
始
め
、
商
店
街
活
性
化
の
一
つ

の
策
と
し
て
電
柱
地
中
化
を
進
め
て
は
ど
う
か
。
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

行
政
と
商
工
会
、
商
店
の
経
営
者
、
周
辺
地
域
、

消
費
者
な
ど
で
、
高
遠
町
地
域
の
特
色
あ
る
ロ
ー
カ

ル
商
店
と
し
て
の
特
徴
を
売
る
こ
と
が
で
き
る
商

店
街
を
目
指
し
た
商
店
街
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

発
足
さ
せ
、
そ
の
う
え
で
一
番
良
い
形
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
あ
る
程
度
の
期
間
を
も
ち
、
電
柱
の
地
中
化
も
含

め
た
町
並
み
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
を
行
政

な
ら
び
に
商
工
会
に
提
案
し
ま
し
た
。 

 

◆
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て 

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
第
八
回
協
議
会
で
教
育

長
よ
り
伊
那
市
の
い
じ
め
の
実
態
報
告
な
ど
を
受

け
、
今
回
、
引
き
続
き
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

高
遠
小
学
校
、
高
遠
北
小
学
校
の
両
校
に
「
よ
り

良
い
教
育
環
境
協
議
会
」
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
地
域
協
議
会
の
委
員
と
し
て

加
わ
り
、
そ
の
中
で
い
じ
め
問
題
等
を
関
係
者
と
と

も
に
考
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
高
遠
教
育
振
興
課

を
通
じ
、
両
校
の
「
よ
り
良
い
教
育
環
境
協
議
会
」

へ
の
委
員
の
参
画
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

 

 

平
成
十
九
年
度
、
最
初
の
地
域
協
議
会
が
平
成
19
年

４
月
24
日
（
火
）
高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま

す
そ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
地
域
協
議
会
で
は
、
伊
那
市
議
会
議
員
定
数

問
題
に
つ
い
て
高
遠
町
区
長
会
と
合
同
に
よ
り
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。 

 
●
伊
那
市
議
会
議
員
定
数
問
題
特
別
委
員
会
と
の
懇
談
会 
◆
出
席
者 

伊
那
市
市
議
会
議
長 

下
島 

省
吾 

 
 

同 
 

副
議
長 

原 

浩 

伊
那
市
議
会
議
員
定
数
問
題
特
別
委
員
会 

委
員
長 

中
村 

威
夫 

 

副
委
員
長 

春
日 

晋
治 

委
員 

 

竹
中 

則
子 

 
委
員 

 
 

前
田 

久
子 

委
員 

 

柳
川 

広
美 

 
委
員 

 
 

飯
島 

進 

委
員 

 

中
山 

彰
博 

 

委
員 

 
 

矢
野 

隆
良 

高
遠
地
区
区
長
会
長 

飯
島 

明 

長
藤
区
長
会
長 

 
 

北
原 

正
教 

三
義
区
長
会
長 

 
 

原 

康
人 

藤
沢
区
長
会
長 

 
 

伊
藤 

博 

河
南
区
長
会
長 

 
 

北
村 

十
九
一 

議
会
か
ら
正
副
議
長
、
議
員
定
数
問
題
特
別
委
員

会
委
員
が
出
席
さ
れ
、
高
遠
町
区
長
会
と
の
合
同
に

よ
り
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

議
員
定
数
問
題
特
別
委
員
会
委
員
で
は
３
市
町

村
の
合
併
協
議
に
お
い
て
、
合
併
協
定
書
第
７
項
に

「
２
期
目
以
降
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
削
減
の

方
向
で
検
討
す
る
」
と
明
記
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き

委
員
会
を
設
置
し
、
新
伊
那
市
に
お
け
る
議
員
定
数

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

委
員
か
ら
は
、
民
意
が
反
映
で
き
る
に
は
議
員
一

人
あ
た
り
に
関
わ
る
人
口
数
は
３
千
人
程
度
が
妥

当
で
あ
る
。
行
財
政
改
革
推
進
上
か
ら
、
市
の
職
員

の
20
％
削
減
と
合
わ
せ
、
議
員
定
数
も
法
定
数
に

対
す
る
20
％
の
削
減
。
類
似
市
町
村
と
の
均
衡
を

図
っ
た
定
数
の
確
保
。
委
員
会
構
成
か
ら
、
現
行
の

３
委
員
会
は
最
低
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
議
員

に
は
、
地
域
エ
ゴ
で
は
な
く
広
域
的
な
考
え
を
持
て

る
資
質
が
求
め
ら
れ
る
。
な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
の
代
表
者
で
あ
る
議
員

が
汲
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
急
激
な
削
減
に
よ
り
地

域
の
声
が
市
政
に
届
か
な
い
の
で
は
。
高
遠
や
長
谷

地
域
の
よ
う
に
過
疎
化
の
進
む
地
域
で
の
議
員
に

対
す
る
思
い
を
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。
小
さ
な
地

区
が
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
。
と
い
う
削
減

に
よ
り
民
意
が
充
分
反
映
で
き
な
い
点
を
心
配
す

る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
高
遠
町
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
す
み
よ
い
地
域

づ
く
り
事
業
や
地
域
協
議
会
の

充
実
を
図
り
、
こ
こ
で
出
た
意
見

■
協
議
事
項 

平
成
十
九
年
度 

 

第
一
回
地
域
協
議
会 

■
協
議
事
項 



を
議
会
に
結
ぶ
仕
組
み
や
方
法
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
議
員
の
果
た
す
役
割
や
機
能
も
変
わ
っ
て
く
る
。

と
い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。 
本
件
に
つ
い
て
は
、
議
員
定
数
問
題
特
別
委
員
会

に
よ
り
協
議
が
行
わ
れ
、
今
後
は
地
域
協
議
会
長
や

区
長
会
を
交
え
た
懇
談
を
予
定
し
、
９
月
頃
に
は
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
求

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

 

 
 

 

街
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
行
き
交
う
、
母
親
に
連
れ
ら

れ
た
全
然
知
ら
な
い
小
さ
な
子
ど
も
の
、
き
ら
き
ら
し

た
何
の
悩
み
も
汚
れ
も
な
い
無
邪
気
な
瞳
を
見
る
と
、

誰
で
も
自
然
と
か
け
よ
り
、
あ
や
し
た
り
、
話
し
か
け

た
く
な
る
ほ
ど
可
愛
い
も
の
で
あ
る
。 

動
物
で
も
生
ま
れ
た
時
、
小
さ
な
時
は
、
何
と
も
可

愛
い
も
の
で
、
飼
い
主
は
好
き
な
よ
う
に
餌
を
与
え
、

可
愛
が
っ
て
育
て
、
甘
え
さ
せ
、
成
長
し
て
も
小
さ
い

時
と
同
じ
よ
う
に
甘
え
て
さ
え
い
れ
ば
、
目
の
中
へ
入

れ
て
も
痛
く
な
い
程
可
愛
が
り
、
人
間
の
住
む
家
の
中

で
、
上
等
な
ソ
フ
ァ
ー
に
寝
そ
べ
り
、
服
を
着
さ
せ
て

も
ら
い
可
愛
が
ら
れ
る
。
飼
い
主
は
そ
れ
で
十
分
満
足

で
あ
る
。
し
か
し
、
体
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
り
、
飼

い
主
が
気
に
入
ら
れ
な
く
な
れ
ば
、
平
気
で
よ
そ
へ
捨

て
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
人
の
子
は
た
だ
食

べ
物
を
与
え
、
可
愛
が
っ
て
育
て
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も

親
の
気
に
い
る
よ
う
に
、
可
愛
く
お
と
な
し
く
し
て
い

る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
は
い
か
な
い
。
小
さ
い
時
か
ら
、

欲
し
い
と
言
え
ば
何
で
も
買
っ
て
も
ら
い
、
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
あ
と
片
付
け
な
い
で
も
親
が
片
付
け
る
。
子

ど
も
の
好
き
な
よ
う
に
さ
せ
て
、
何
で
も
親
が
手
を
出

し
て
や
っ
て
い
る
と
、
小
学
校
く
ら
い
ま
で
は
、
何
で

も
親
の
言
う
こ
と
聞
き
、素
直
で
可
愛
く
育
つ
が
、
14
～

15
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
、
自
我
が
芽
生
え
て
く
る
と
、

親
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
。 

家
へ
の
帰
り
が
遅
い
。
親
の
思
う
程
は
勉
強
を
し
な

い
で
テ
レ
ビ
ば
か
り
。
欲
し
い
も
の
も
何
百
円
、
何
千

円
だ
っ
た
の
が
、
万
単
位
に
な
っ
て
く
る
。
今
ま
で
何

で
も
聞
い
て
や
り
買
っ
て
や
っ
た
の
に
、
こ
こ
へ
来
て
、

つ
い
に
頭
に
来
て
、
初
め
て
「
だ
め
だ
、
い
け
な
い
」

と
言
う
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
親
の
厳
し
い
言
葉
を
聞

く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
や
り
た
い
こ
と
は
何
で
も
通
る
わ
が
ま
ま
な
子
に
育

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
ず
、
子
が
親
を
殺
す
、
親
が
子
を
殺
さ
ざ
る
を
え
な

い
事
件
が
、
こ
の
と
こ
ろ
連
日
く
ら
い
に
マ
ス
コ
ミ
を

賑
わ
せ
、
あ
ん
な
に
素
直
な
良
い

子
だ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 

昨
年
、
七
月
長
藤
区
長
会
の
推
薦
を
受
け
ま
し
て
、

地
域
協
議
会
委
員
と
な
り
ま
し
た
長
藤
北
部
出
身
の
北

原
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

合
併
し
ま
し
て
一
年
に
な
り
ま
す
が
、
新
伊
那
市
に

な
り
高
遠
地
区
民
の
多
く
の
方
た
ち
は
不
満
、
不
安
を

抱
い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
の
例
を
と
り
ま

す
と
、
消
防
団
も
大
き
な
団
と
な
り
、
地
元
で
の
訓
練

等
が
無
く
な
り
、
地
域
の
一
体
感
が
薄
れ
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
改
革
を
し
て
魅
力
あ
る
消
防
団
、
安
心
し
て

地
域
の
防
災
を
任
せ
ら
れ
る
消
防
団
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

微
力
な
が
ら
高
遠
地
区
が
活
気
あ
る
住
み
よ
い
地
区

に
な
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

大
好
き
な
ゴ
ル
フ
と
旅
行
、
数
年

前
よ
り
始
め
た
妻
と
の
山
歩
き

を
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

          

■
編
集
発
行 

高
遠
町
地
域
協
議
会
事
務
局 

 
 
 

（
事
務
局 

伊
那
市
高
遠
町
総
合
支
所
総
務
課
内
） 

■
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1 番委員 

柿木
かきのき

 邦夫
く に お

 

高遠地区 

区長会推薦 

２番委員 

北原
きたはら

 和門
か ず と

 

長藤区長会 

推薦 

 
 地域の身近な課題や問題

点などが、どのように議論さ

れているのか地域協議会を

傍聴してみませんか。傍聴を

希望される方、また地域協議

会に対するご意見、ご質問等

は協議会委員または高遠町

総合支所総務課までご連絡

ください。 

 高遠町地域協議会をはじ

め、伊那市の地域協議会に関

する情報は、 

『http://www.city.ina.nag

ano.jp/info.rbz?nd=330&ik

=1&pnp=50&pnp=330』 

をご覧ください。 

お知らせ 



                              

 

地
域
協
議
会
だ
よ
り
第
４
号
で
は
、
19
年

度
第
二
回
、
第
三
回
、
第
四
回
協
議
会
で
の
協

議
等
を
行
っ
た
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

平
成
19
年
５
月
７
日
（
月
） 

高
遠
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
ま
す
そ
」 

 
●
伊
那
市
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
金
に
つ
い
て 
市
で
は
地
域
資
源
（
人
、
文
化
、
自
然
な

ど
）
を
活
か
し
、
地
域
課
題
を
地
域
自
ら
が

解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
実
践
的
活
動
を

支
援
す
る
た
め
の
制
度
を
新
設
し
ま
し
た
。 

具
体
的
な
対
象
事
業
は
、 

・
継
続
的
に
活
動
を
続
け
る
市
民
に
よ
る
５
名

以
上
の
団
体
が
行
う
地
域
づ
く
り
の
実
践
活
動 

・
先
駆
的
か
つ
、
他
の
地
域
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
さ
れ
る
活
動 

・
国
、
県
、
市
な
ど
他
の
補
助
事
業
の
対
象
に

な
ら
な
い
活
動 

な
ど
で
、【
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
】【
地

域
の
活
性
化
】
【
教
育
・
文
化
・
産
業
の
振

興
】【
生
活
環
境
の
整
備
】【
自
治
組
織
の
充

実
】
な
ど
の
活
動
に
対
し
、
一
年
目
は
50
万

円
を
限
度
額
に
、
二
年
目
は
対
象
経
費
の
２

分
の
１
の
相
当
額
以
内
で
25
万
円
を
限
度

額
に
支
援
さ
れ
ま
す
。 

既
に
本
年
度
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
は

選
考
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
（
※
選
考
結
果
は
第

四
回
地
域
協
議
会
参
照
）
、
来
年
度
も
継
続
し

て
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
ア
イ
デ
ア
で
、
制
度
の
有
効
的
な

活
用
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
各
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て 

◆
松
枯
れ
病
現
現
況
調
査
と
対
策
に
つ
い
て 

西
高
遠
鉾
持
除
で
松
く
い
虫
に
よ
る
松

枯
れ
病
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
高
遠
町
地
域

で
は
初
の
松
枯
れ
病
で
あ
り
、
飛
散
す
る
前

に
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提

案
し
、
罹
病
木
の
伐
倒
・
燻
じ
ょ
う
処
理
が

市
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◆
保
科
正
之
公
周
年
祭
実
行
委
員
会
に
つ
い
て 

委
員
か
ら
保
科
正
之
公
の
功
績
や
偉
業

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
周
年
祭
を
企
画

し
て
ほ
し
い
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
全
市
的
な
実
行
委
員
会
を
組
織

し
多
く
の
市
民
参
加
の
も
と
、
大
河
ド
ラ
マ

化
に
向
け
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
２

０
１
１
年
の
生
誕
四
百
年
に
向
け
、
毎
年
生

誕
祭
を
行
い
、
功
績
を
称
え
て
い
く
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
有
害
野
生
鳥
獣
対
策
の
確
立
に
つ
い
て 

鳥
獣
害
は
農
作
物
や
林
産
物
等
の
直
接

被
害
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
産
基
盤
の
破
壊
や

人
身
に
対
す
る
被
害
に
及
ぶ
ま
で
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
止
対
策
に
実
効
あ
る

抜
本
的
対
策
の
早
期
の
実
現
に
向
け
た
対

策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
長
期
計
画
に
よ
る
森
づ
く
り
策
の
実
施 

◇
防
護
柵
等
の
未
整
備
地
区
へ
の
設
置 

◇
捕
獲
檻
、
エ
ア
ガ
ン
、
罠
等
の
貸
与
猟
具
の

整
備
促
進 

◇
第
一
種
猟
銃
免
許
取
得
の
激
励
措
置
の
充
実 

◇
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
ク
事
業
の
導
入 

◇
出
没
現
場
へ
急
行
体
制
を
確
立
す
る
捕
獲
緊

急
連
絡
網
整
備 

◇
常
習
的
な
被
害
箇
所
を
重
点
と
し
た
動
物
の

種
類
、
出
没
場
所
、
対
象
作
物
な
ど
を
調
査
し

た
警
戒
マ
ッ
プ
の
作
成 

◇
捕
獲
獣
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
加
工
、

技
術
開
発
、
施
設
充
実
な
ど
捕
獲
獣
処
分
支
援 

◇
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
た
広
域
的
対
策
推
進

体
制
等
の
充
実 

 

本
協
議
を
経
て
、
早
急
な

対
策
を
市
と
し
て
実
施
す

る
旨
の
提
案
を
市
長
に
行

い
ま
し
た
。 

 

平
成
19
年
６
月
21
日
（
木
） 

高
遠
町
総
合
支
所 

 

●
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て 

総
務
省
主
導
に
よ
り
、
や
る
気
の
あ
る
地

方
が
自
由
に
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
「
魅
力
あ
る
地
方
」
に
生
ま
れ

変
わ
れ
る
よ
う
、
地
方
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク 

■
協
議
事
項 

第
三
回
地
域
協
議
会 

■
協
議
事
項 

■
報
告
事
項 

第
二
回
地
域
協
議
会 

平成１９年９月発行 ４号 

 



ト
を
自
ら
考
え
、
前
向
き
に
取
り
組
む
地

方
公
共
団
体
に
対
し
、
年
間
最
大
三
千
万

円
三
年
間
の
地
方
交
付
税
で
支
援
措
置

が
行
わ
れ
ま
す
。 
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
伊
那
市
で
は
主
と

し
て
高
遠
町
・
長
谷
地
域
の
振
興
策
と
し
て
活

用
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
南
ア
ル
プ
ス
山
麓
『
食
と
健
康
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
題
し
、「
食
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
南
ア
ル
プ
ス
山

麓
が
有
す
る
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
景
観
、
気
候
、

地
形
等
地
域
固
有
の
資
源
を
発
掘
・
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
地
場
産
業
強
化
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
り
、

地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
事

業
に
つ
い
て
は
次
の
13
の
事
業
が
実
施
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

◆
ジ
ビ
エ
加
工
保
存
施
設
整
備 

有
害
鳥
獣
増
加
を
防
止
す
る
た
め
個
体
調
整
を
推
進
し
、
そ
の
中

で
捕
獲
さ
れ
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
肉
の
活
用
を
図
り
、

需
要
に
対
し
安
定
供
給
す
る
た
め
の
施
設
整
備
を
進
め
シ
ビ
エ

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
。（
ジ
ビ
エ:

フ
ラ
ン
ス
語
で
、
狩
り
で
捕

獲
し
て
食
用
に
す
る
野
生
動
物
を
意
味
し
、
こ
れ
を
用
い
た
料
理

を
ジ
ビ
エ
料
理
と
い
う
） 

◆
ミ
レ
ッ
ト
振
興
事
業 

健
康
志
向
に
よ
り
人
気
の
あ
る
ミ
レ
ッ
ト
（
雑
穀
）
栽
培
の
振
興

を
図
り
、
特
産
品
と
す
る
た
め
の
取
組
を
行
う
。 

◆
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
製
造 

信
州
大
学
と
連
携
し
、
健
康
長
寿
に
よ
い
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
ワ
イ
ン
開

発
に
向
け
た
取
組
を
行
う
。 

◆
パ
ノ
ラ
マ
信
州
麺
街
道 

信
州
は
そ
ば
の
発
祥
の
地
、
名
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
お

り
、
伊
那
市
に
お
い
て
も
高
遠
そ
ば
、
行
者
そ
ば
と
復
刻
し
商
品

化
さ
れ
て
い
る
。
全
国
そ
ば
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
よ
り
伊
那
市
の
そ

ば
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
ま
た
伊
那
市
か
ら
高
山
村
ま
で
の
国

道
３
６
１
号
線
を
、
そ
ば
を
は
じ
め
名
物
ロ
ー
メ
ン
、
ラ
ー
メ
ン

な
ど
の
麺
街
道
と
し
て
整
備
し
て
連
携
す
る
。 

◆
鹿
嶺
高
原
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
事
業 

南
ア
ル
プ
ス
の
前
山
の
雄
大
な
自
然
を
活
か
し
、
鹿
嶺
高
原
と
入

笠
高
原
に
至
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
う
。 

◆
古
道
秋
葉
街
道
再
生
事
業 

旧
秋
葉
街
道
は
江
戸
時
代
遠
州
秋
葉
神
社
詣
で
を
し
た
道
で
あ

る
。
同
街
道
を
整
備
し
、
埋
も
れ
て
い
た
観
光
資
源
を
活
か
し
、

地
域
活
性
化
を
図
る
。 

◆
分
杭
峠
～
戸
倉
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備
事
業 

里
山
健
康
登
山
ブ
ー
ム
の
中
、
気
場
で
有
名
な
分
杭
峠
か
ら
戸
倉

山
ま
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
行
う
。 

◆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
事
業 

美
和
湖
周
辺
及
び
高
遠
湖
周
辺
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し

て
整
備
し
、
健
康
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
団
体
や
個
人
、
人
間
ド

ッ
ク
等
の
受
診
者
を
対
象
に
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
舞
台
に
健

康
推
進
や
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
。 

◆
歴
史
・
芸
術
散
歩
道
整
備
事
業 

高
遠
町
地
域
は
長
い
歴
史
を
持
つ
地
域
で
あ
り
、
数
多
く
の
史
跡

が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を
見
学
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案

内
看
板
を
設
置
し
、
史
跡
等
観
光
資
源
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化

を
図
る
。 

◆
南
ア
ル
プ
ス
自
然
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

地
域
住
民
が
講
師
と
な
り
登
山
体
験
、
農
業
体
験
、
林
業
体
験
、

水
辺
体
験
、
歴
史
体
験
な
ど
様
々
な
体
験
型
観
光
を
通
じ
、
新
し

い
産
業
の
振
興
や
雇
用
の
創
出
、
住
民
の
生
き
が
い
対
策
、
地
域

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
を
図
り
な
が
ら
地
域
振
興
を
図
る
。 

◆
滞
在
支
援
組
織
設
立
・
支
援 

宿
泊
支
援
組
織
の
設
立
・
支
援
、
健
康
食
の
提
供
組
織
の
設
立
・

支
援
、
山
里
生
活
体
験
組
織
の
設
立
・
支
援
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
う
。 

◆
気
の
里
健
康
づ
く
り
事
業 

東
洋
思
想
に
基
づ
い
た
各
種
健
康
増
進
事
業
の
展
開
を
行
う
。 

◆
「
食
と
健
康
の
里
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
設
置
事
業 

団
塊
の
世
代
を
中
心
に
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
人
の
た

め
に
、
食
と
健
康
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
体
に
や
さ
し
い
時
間
を
過

ご
す
た
め
の
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
。 

●
伊
那
市
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て 

将
来
に
向
け
た
市
民
共
通
の
目
標
と
、
そ
の
実
現

に
向
け
た
中
・
長
期
的(

Ｈ
20
を
基
点
に
５
年
、
10

年)

な
計
画
と
し
て
、
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
那
市
・

高
遠
町
・
長
谷
村
合
併
協
議
会
に
お
い
て
慎
重
に
審

議
し
、
市
民
の
施
策
ニ
ー
ズ
を
反
映
さ
せ
て
策
定
さ

れ
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
踏
襲
し
た
う
え

で
、
社
会
経
済
状
況
の
動
向
や
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
、
新
市
の
一
体
感
醸
成
や
行
政
課
題
を
的
確
に
解

決
す
る
た
め
、
市
民
と
の
協
働
の
下
、
新
た
な
行
財

政
運
営
の
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
ま
す
。
次
回
協
議

会
で
高
遠
町
地
域
協
議
会
と
し
て
の
提
案
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

●
有
害
野
生
鳥
獣
害
対
策 

県
や
市
町
村
を
超
え
た
広
域
的
な
対
策
と
し
て

「
南
ア
ル
プ
ス
食
害
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足

さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、
南
信
森
林
管
理
署
、
信
州
大
学
、

長
野
県
、
飯
田
市
、
富
士
見
町
、
大
鹿
村
、
伊
那
市

に
よ
り
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
鹿
な
ど
の
数
を
減

ら
す
た
め
の
固
体
数
調
整
を
行
う
鳥
獣
保
護
管
理
計

画
等
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
19
年
７
月
27
日
（
金
） 

高
遠
町
総
合
支
所 

 

●
伊
那
市
新
ご
み
中
間
処
理
施
設
用
地
選
定
委
員
会
に
つ
い
て 

上
伊
那
の
ご
み
処
理
一
本
化
に
向
け
、
議
会
代
表

第
四
回
地
域
協
議
会 

■
報
告
事
項 



や
市
民
団
体
か
ら
の
推
薦
者
、
識
見
者
、
公
募
者
な

ど
で
構
成
す
る
「
新
ご
み
中
間
処
理
施
設
用
地
選
定

委
員
会
」
が
発
足
し
、
候
補
地
の
選
定
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
処
理
施
設
の
選
定
や
減
量
化
、
資
源

化
推
進
の
検
討
を
行
う
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
推
進

委
員
」
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
委

員
会
の
検
討
結
果
を
受
け
、
12
月
頃
に
は
市
長
が
最

終
候
補
地
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
告
を
受
け

ま
し
た
。 

委
員
か
ら
は
、
青
森
県
八
戸
市
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
生
ご
み
等
で
バ
イ
オ
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
、
焼

却
施
設
内
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
て
は
、

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

ご
み
処
理
問
題
は
生
活
に
直
結
す
る
身
近
な
問
題

で
す
。
コ
ス
ト
面
、
環
境
面
か
ら
も
ご
み
の
発
生
の

段
階
で
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
有
効
で
す
。
こ

れ
を
機
会
に
各
家
庭
に
お
い
て
、
ご
み
の
削
減
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

●
伊
那
市
地
域
づ
く
り
活
動
支
援
金
事
業
選
考
結
果
に
つ
い
て 

市
民
が
自
発
的
に

行
う
地
域
の
課
題
解

決
の
た
め
の
実
践
活

動
に
対
し
支
援
し
、
地

域
に
根
付
く
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め

創
設
さ
れ
た
本
支
援

金
に
対
し
、
33
件
の
応

募
が
あ
り
選
考
の
結

果
17
件
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
高
遠
町
地
域

関
係
か
ら
は
次
の
３
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

①
「
勝
間
の
枝
垂
れ
桜
を
守
る
事
業
」 

勝
間
の
枝
垂
れ
桜
を
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
末
永
く
守

る
た
め
、
老
木
の
コ
ケ
、
宿
り
木
の
除
去
な
ど
を
行
う
。 

②
「
花
卉
栽
培
に
よ
る
農
耕
地
有
効
利
用
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
」 

湿
地
を
有
効
利
用
し
た
ア
ヤ
メ
、
菖
蒲
等
の
栽
培
、
山
室
遠
照

寺
周
辺
ボ
タ
ン
栽
培
、
情
報
発
信
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
な
ど
に
よ
り
地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
交
流
の
場
づ
く
り
を
図
る
。 

③
「
西
高
遠
仲
町
通
り
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」 

桜
シ
ー
ズ
ン
以
外
に
も
街
路
に
花
を
飾
り
、
環
境
美
化
に
努
め

る
。 こ
の
事
業
は
本
年
度
か
ら
５
年
間
継
続
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
一
事
業
最
長
２
年
で
、
２
年
目
は
２
分
の

１
の
補
助
率
と
な
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
活

用
し
地
域
づ
く
り
活
動
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。 

●
交
通
対
策
に
つ
い
て 

現
在
、
市
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
旧
３
市
町
村
で
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
と
な
る
基
準

の
も
と
交
通
施
策
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
地
域
ご
と

に
施
策
数
の
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
旧
高
遠
町
、

長
谷
村
で
は
路
線
バ
ス
撤
退
が
顕
著
で
あ
り
町
や
村

で
足
の
確
保
対
策
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
情
も

あ
り
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
採
算
性
を
考
慮

し
た
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
遠
町
地

域
に
関
し
て
は
、
当
面
の
間
は
現
状
維
持
を
基
本
と

し
、
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
ル
ー
ト
変
更
な

ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
委
員
か
ら
は
利
用
し
た
分
だ
け
割
引
さ
れ
る

な
ど
の
施
策
の
検
討
や
観
光
客
の
利
用
を
考
慮
し
た

対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
出
ま
し
た
。 

●
伊
那
市
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て 

前
回
協
議
会
に
お
い
て
募
集
が
行
わ
れ
た
伊
那
市

総
合
計
画
へ
の
提
案
に
つ
い
て
６
名
の
委
員
か
ら
提

案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
高
遠
町
地
域
協
議
会
と

し
て
の
提
案
に
つ
い
て
協
議
し
、
次
の
提
案
を
提
出

し
ま
し
た
。 

Ⅰ
「
地
域
住
民
発
議
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
効
率
的
行
政

の
推
進
」 

地
域
住
民
の
発
想
や
地
域
の
実
情
に
基
軸
を
お
い
た
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
行
政
を
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
す
る
た
め
、

そ
の
手
法
と
し
て
現
行
高
遠
町
地
域
で
実
施
し
て
い
る
集
落
、

町
内
会
、
区
単
位
で
年
次
ご
と
の
「
地
域
等
振
興
計
画
」（
す
み

よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
）
を
今
後
と
も
継
続
実
施
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
手
法
を
全
市
的
に
行
う
方
針
を
明
ら
か
に
し
「
地
域

密
着
型
」
の
市
政
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

Ⅱ
「
次
期
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
制
定
に
つ

い
て
」 

１
．
現
在
、
新
伊
那
市
の
旧
高
遠
町
、
旧
長
谷
村
は
合
併
後
も

本
法
律
の
適
用
を
受
け
、
過
疎
債
や
地
方
交
付
税
の
特
別
措
置

の
適
用
に
よ
り
、
住
民
こ
ぞ
っ
て
過
疎
か
ら
の
自
立
、
過
疎
か

ら
の
脱
却
を
目
途
に
尽
力
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
依
然
と
し

て
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
深
刻
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
下
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
伊
那
市
の
都
市
的
機
能
の
発
達
し
た
地
域

と
の
均
衡
あ
る
発
展
を
果
た
す
た
め
、
平
成
２
１
年
度
の
期
限

を
も
っ
て
い
る
現
行
法
を
踏
ま
え
て
、
早
急
に
「
新
過
疎
対
策

特
別
措
置
法
」
を
立
法
化
す
る
よ
う
国
、
県
へ
強
力
に
要
請
す

る
こ
と
。 

 

２
．
新
法
の
立
法
化
に
あ
た
っ
て
は
、
合
併
前
の
旧
高
遠
町
、

旧
長
谷
村
等
、
現
行
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
地
域
を
継
続
し

て
支
援
す
る
必
要
が
充
分
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
域
を

「
部
分
過
疎
地
域
」
と
し
て
、
地
域
指
定
が
受
け
ら
れ
る
措
置

を
立
法
化
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
。 

 

３
．
特
別
措
置
法
の
主
内
容
と
し
て
、
現
行
の
過
疎
債
、
地
方

交
付
税
措
置
は
最
低
限
継
続
す
る
こ
と
。 

 



４
．
支
援
措
置
と
し
て
、
特
に
限
界
集
落
の
再
編
構
築
、
生
産

並
び
に
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
し
、
国
等
の
関
係
省
庁
が
横

断
的
に
対
応
す
る
助
成
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。 

●
委
員
か
ら
の
提
案
事
項
に
つ
い
て 

◆
伊
澤
修
二
先
生
記
念
音
楽
祭
に
つ
い
て 

旧
高
遠
町
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
伊
澤
修
二
先
生

記
念
音
楽
祭
を
一
部
と
二
部
に
分
け
、
会
場
を
変
え

て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
委
員
よ
り
今
ま
で

ど
お
り
先
生
の
生
ま
れ
た
高
遠
町
で
開
催
す
る
こ
と

が
要
望
さ
れ
ま
し
た
。
要
望
に
対
し
担
当
課
よ
り
次

の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
旧
高
遠
町
か
ら
の
伝
統
あ
る
伊
澤
修
二
先
生
記
念

音
楽
祭
は
、
今
後
新
「
伊
那
市
」
を
代
表
す
る
、
市

外
に
誇
れ
る
伊
那
市
な
ら
で
は
の
音
楽
祭
に
発
展
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
今
後
は
音
楽

の
み
な
ら
ず
美
術
面
に
お
い
て
も
芸
大
等
と
の
連
携

を
図
り
新
た
な
交
流
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
芸
大
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
伊
澤
修
二
先
生

と
い
う
人
物
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
が
学
ぶ
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
全
て
の
日
程
が
伊
那
文
化
会
館

に
変
更
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
芸
大
の
指
導
を
受
け

た
小
学
生
の
発
表
や
中
学
生
の
合
唱
な
ど
は
従
来
ど

お
り
高
遠
町
文
化
体
育
館
で
実
施
さ
れ
、
芸
大
学
生

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
と
合
唱
団
の
合
唱
は
伊
那
文

化
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。」 

委
員
か
ら
は
、
こ
の
趣
旨
を
高
遠
町
地
域
の
皆
さ

ん
に
し
っ
か
り
と
周
知
し
、
理
解
を
得
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
出
さ
れ
、
市
報
等
に
掲
載
し
理
解
を
求

め
る
こ
と
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
従
来
ど
お
り

会
場
へ
の
送
迎
バ
ス
の
手
配
に
つ
い
て
も
運
行
さ
れ

ま
す
。 

 

 
 

今
の
床
屋
さ
ん
に
通
い
始
め
て
、
か
れ
こ
れ
十
数
年

に
な
る
。
丁
度
退
職
と
同
時
で
あ
り
、
他
の
床
屋
に
行

く
こ
と
な
く
馴
染
み
の
床
屋
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
。
最

近
は
理
髪
店
と
かB
A
R
 BA
R

と
い
っ
て
い
る
が
私
に
と

っ
て
は
「
床
屋
」
が
最
も
使
い
慣
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

戦
前
と
い
う
よ
り
江
戸
時
代
の
頃
よ
り
髪
結
床
か
ら
明

治
に
な
っ
て
理
髪
店
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
床
屋
は

銭
湯
と
共
に
庶
民
の
憩
い
の
社
交
場
で
も
あ
っ
た
。 
時
代
は
変
り
銭
湯
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
床
屋
で

は
お
客
が
集
ま
っ
て
自
由
闊
達
に
ま
た
気
楽
に
話
を
す

る
場
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
私
の
行

く
床
屋
の
主
人
や
奥
さ
ん
は
、
散
髪
を
し
な
が
ら
話
を

す
る
仲
で
話
題
は
豊
富
で
あ
り
場
を
も
た
せ
て
く
れ
る
。

ま
た
散
髪
に
来
た
客
が
言
わ
れ
て
い
る
話
や
世
間
話
な

ど
私
に
よ
く
し
て
く
れ
る
し
私
も
そ
れ
に
加
わ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。 

私
が
地
域
に
関
係
し
た
仕
事
を
し
て
い
る
の
を
知
っ

て
の
こ
と
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
合
併
に
よ
っ
て

高
遠
が
良
く
な
っ
た
の
か
、
悪
く
な
っ
た
の
か
、
ま
た

今
後
ど
う
な
っ
て
行
く
の
か
、
お
客
の
話
を
交
え
て
話

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
時
に
は
私
の
考
え
を
聞
か
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
話
題
の
い
く
つ
か
は
今
後
私
の
仕

事
の
中
に
生
か
さ
れ
な
け
れ
ば
と
思
う

し
、
こ
の
機
会
を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。 

主
人
の
言
う
の
に
は
、
私
は
大
物
で
あ
る

と
い
う
。
と
言
う
の
は
店
に
来
る
客
の
中
４
～
５
人

は
、
ひ
げ
を
剃
る
時
に
豪
快
に
眠
る
ら
し
い
。
私
も
眠

る
つ
も
り
は
な
い
が
気
持
ち
が
よ
く
な
っ
て
眠
っ
て
し

ま
う
。
失
礼
な
こ
と
は
重
々
分
か
っ
て
い
る
が
、
今
回

も
丁
度
町
の
灯
籠
祭
り
の
話
に
な
っ
て
来
て
、
古
く
か

ら
の
伝
統
的
な
祭
り
で
あ
り
二
つ
を
一
緒
に
し
て
、
日

を
変
え
て
と
言
う
が
、
庇
を
貸
し
て
母
屋
を
取
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
町
の
人
達
は
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
問
わ
れ
、
こ
れ
は
弱
っ
た
こ

と
に
と
思
っ
た
と
き
、
ひ
げ
剃
り
に
入
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
の
で
、
大
物
ぶ
り
を
発
揮
し
て
こ
れ
は
丁
度
い
い
ぞ

と
眠
り
に
入
っ
て
行
っ
た
。 
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 地域の身近な課題や問題点など

が、どのように議論されているのか

地域協議会を傍聴してみませんか。

傍聴を希望される方、また地域協議

会に対するご意見、ご質問等は協議

会委員または高遠町総合支所総務

課までご連絡ください。 

 高遠町地域協議会をはじめ、伊那

市の地域協議会に関する情報は、 

『 http://www.city.ina.nagano.jp

/info.rbz?nd=330&ik=1&pnp=50&pn

p=330』 

をご覧ください。 

【次回地域協議会は 10月 12 日（金）

高遠町総合支所にて行います。詳し

くは事務局までお問い合せ下さい】

お知らせ 
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